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東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

沿
岸
部
で
実
施
し
て
い
る
農
地

整
備
事
業「
山
元
東
部
地
区
」

に
お
い
て
、
畑
地
の
整
備
工
事

が
お
お
む
ね
完
了
し
、
5
月
に

完
了
し
た
水
田
と
合
わ
せ
、
北

は
牛
橋
地
区
か
ら
南
は
磯
地
区

に
わ
た
る
広
大
な
事
業
区
域
内

の
農
地
約
4
1
7
㌶
で
6
月

か
ら
は
、
畑
の
営
農
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

畑
地
で
は
、
大
規
模
経
営
体

お
よ
び
個
人
利
用
者
に
引
渡
し

後
、
作
物
が
栽
培
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

水
田
に
お
い
て
も
、
担
い
手

の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
農
家

で
作
付
け
さ
れ
、
順
調
に
生
育

が
進
ん
で
お
り
、
被
災
し
た
沿

岸
部
の
土
地
が
生
産
性
の
高
い

豊ほ
う

穣じ
ょ
うの
大
地
と
し
て
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
沿
岸
地
域
の
排
水
対
策
も
、

農
地
整
備
に
併
せ
て
整
備
が
進

め
ら
れ
、
幹
線
排
水
路
や
排
水

機
場
の
新
設・改
修
に
よ
っ
て
、

排
水
機
能
が
大
幅
に
向
上
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
引
渡
し
し
た

事
業
地
区
内
の
農
用
地
で
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
は
、
事
業
主

体
で
あ
る
県
お
よ
び
関
係
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
補
完
調
整
を

行
い
、
本
町
の
新
た
な
農
業
の

発
展
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
東
部
地
区
基
盤
整
備
推
進
室

☎
29
―
8
0
0
7

在
京「
亘
理
山
元
会
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

6
月
23
日
、
東
京
を
会
場
に

在
京「
亘
理
山
元
会
」例
会
が

開
催
さ
れ
、
都
内
を
は
じ
め
神

奈
川
県
や
千
葉
県
な
ど
か
ら
約

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
亘
理
山
元
会
」は
現
在
、
会

員
数
約
2
0
0
人
で
、昭
和
35

年
の
発
足
以
来
、
毎
年
、
首
都

圏
在
住
の
亘
理
・
山
元
両
町
出

身
者
ら
が
集
ま
り
、
懇
親
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
、
本
町
か
ら
は
武
田
副

町
長
と
阿
部
議
長
が
参
加
し
、

復
興
事
業
の
進
捗
の
ほ
か
、
新

た
な「
山
元
ブ
ラ
ン
ド
」の
紹

介
を
は
じ
め
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
や
復
興
・
創
生
に
向
け

た
交
流
人
口
1
0
0
万
人
を

目
標
と
す
る
各
種
事
業
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
震
災
以

降
、
故
郷
を
思
い
出
す
機
会
が

増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
故

郷
の
復
興
に
向
け
て
大
い
に
力

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
」と

力
強
い
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問
企
画
財
政
課 

企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8

　
平
成
30
年
第
2
回
山
元
町
議

会
定
例
会
が
6
月
7
日
か
ら
14

日
ま
で
の
8
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
工
事
請
負

契
約
の
変
更
に
関
す
る
専
決
処

分
な
ど
が
報
告
さ
れ
る
と
と
も

に
、
約
10
億
円
を
増
額
し
、
総

額
1
1
3
億
2
千
万
円
余
と

す
る
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
ほ
か
、
各
種
条
例
議

案
7
件
、
交
流
拠
点
施
設
新
築

工
事
請
負
契
約
な
ど
契
約
議
案

4
件
が
審
議
さ
れ
、
専
決
処
分

に
係
る
各
種
議
案
を
含
め
、
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
可
決
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
は
、
町
長
の

公
約
に
合
致
す
る
事
務
事
業
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な

事
務
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

「
子
育
て
・
婚
活
・
定
住
支
援
の

充
実
・
強
化
」

○�

県
内
最
高
水
準
の「
定
住
促

進
事
業
補
助
金
」
並
び
に

「
お
試
し
移
住
・
交
流
推
進

事
業
」

○�
子
育
て
を
ま
ち
ぐ
る
み
で
支

え
育
む
環
境
を
構
築
す
る
た

め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」を
整
備

「
企
業
誘
致
・
農
業
再
生
で
雇

用
の
場
、所
得
向
上
を
実
現
」

○�

新
浜
別
荘
地
に
誘
致
す
る
太

平
洋
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式

会
社
の
事
業
用
地
買
収
経
費

○�

ホ
ッ
キ
漁
の
再
開
を
支
援
す

る「
噴
流
式
マ
ン
ガ
」の
導

入
費
用
の
助
成
事
業

「
教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」

○�「
小
・
中
学
校
再
編
検
討
事

業
」並
び
に「
エ
ア
コ
ン
設

置
基
本
設
計
業
務
」に
係
る

経
費

「
治
水
・
排
水
対
策
な
ど
生
活

道
路
の
維
持
補
修
」

○�

生
活
道
路
や
排
水
路
の
改
修

な
ど
、
身
近
な
環
境
整
備
を

計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の

経
費

○�

台
風
災
害
時
の
現
場
作
業
員

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

谷
地
排
水
機
場
に
除じ

ょ

塵じ
ん

機き

を

設
置
す
る
た
め
の
経
費

　
第
2
回
山
元
町
議
会
定
例
会

の
審
議
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
議
会
だ
よ
り
8
月
1
日
発

行
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が

可
決
・
承
認�

第
2
回
山
元
町
議
会
定
例
会

農
地
整
備
事
業「
山
元
東
部
地
区
」に
お
け
る

�

本
格
的
な
畑
の
営
農
再
開▲�大規模になった畑に作付けされたジャガ

イモ、サツマイモ、ねぎなど（笠野地区）
▲�牛橋河口に新設された横須賀排水機
場（牛橋地区）
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多
様
な
か
た
ち
で
本
町
に
関

わ
り
続
け
る
方（
関
係
人
口
）

を
さ
ら
に
増
や
す
本
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
受
け
入
れ

　
全
国
の
大
学
生
を
対
象
と
す

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就
労

体
験
）を
8
月
と
来
年
春
休
み

期
間
中
に
実
施
し
ま
す
。

　
大
学
生
が
長
期
休
業
を
活
用

し
、
本
町
に
1
カ
月
程
度
滞
在

し
な
が
ら
、
地
元
の
受
け
入
れ

企
業
で
就
労
体
験
を
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
本
町
の
企
業
に
就

職
、
定
住
し
て
も
ら
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
た
だ
く
企
業
の
確
保
と
参

加
者
説
明
会
の
準
備
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
本
町
を
訪
れ
る
大

学
生
と
町
民
と
の
交
流
会
や
成

果
報
告
会
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

山
元
取
材
ツ
ア
ー

　

昨
年
、
大
変
好
評
だ
っ
た

「
山
元
取
材
ツ
ア
ー
」を
9
月
と

10
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
関
東
圏
在

住
の
方
を
中
心
と
し
た
参
加
者

が
本
町
を
訪
れ
、
本
町
で
活
躍

す
る
方
の
取
材
を
通
し
て
、
町

の
魅
力
を
実
感
し
た
り
、
町
で

暮
ら
す
方
と
の
交
流
を
深
め
た

り
し
な
が
ら
、
町
の
紹
介
情
報

紙
を
作
成
す
る
企
画
で
す
。

　

昨
年
作
成
し
た
情
報
紙「
や

ま
も
と
り
っ
ぷ
」は
、
町
内
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
東
京
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
配
布
し
て

お
り
、
本
町
の
関
係
人
口
拡
大

の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

視
察
の
受
け
入
れ

　

5
月
18
日
に
白
石
市
の
移

住・定
住
事
業
担
当
者
8
人
と
、

5
月
26
日
に
南
三
陸
町
の
移
住

支
援
セ
ン
タ
ー
の
3
人
が
、
防

災
拠
点
・
山
下
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り

ホ
ー
ル
」や
震
災
後
に
整
備
さ

れ
た
宿
泊
施
設「
ミ
ガ
キ
ハ
ウ

ス
」（
鷲
足
区
）、
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
を
行
っ
て
い
る「
や
ま

し
た
幸
街
堂
」（
山
下
区
）な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、町
か
ら
委
託
を
受
け
、

本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
一

般
社
団
法
人
ふ
ら
っ
と
ー
ほ
く

（
真
庭
区
）と
の
意
見
交
換
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
地
域
団
体
が
広
域
で
の
連

携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ら
な
る
関
係
人
口
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

人
が
人
を
呼
び
、
人
を
育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

水
難
事
故
の
防
止

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
水
難
事

故
が
多
く
な
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
未
然
に
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

子
ど
も
を
事
故
か
ら
守
る
た

め
に

・�

海
や
川
に
は
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・�

水
辺
で
は
子
ど
も
か
ら
絶
対

に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・�

海
や
川
で
は
大
人
が
手
本
を

示
す
と
と
も
に
、
危
険
な
場

所
で
水
遊
び
を
し
て
い
る
子

ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

〇
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・�

遊
泳
禁
止
場
所
で
の
遊
泳
や

水
遊
び
、
立
ち
入
り
禁
止
場

所
で
の
釣
り
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

・�

台
風
や
局
地
的
な
大
雨
の
際

は
、
急
な
増
水
に
備
え
て
、

水
辺
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・�

飲
酒
し
て
の
遊
泳
や
水
遊
び

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

▲いちご生産法人を見学した大学生

▲農業体験をする大学生

▲やました幸街堂で説明を聞く白石市の皆さん

▲昨年の取材ツアー
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噴
水
の
運
転
を

�

開
始
し
ま
す

　
つ
ば
め
の
杜
中
央
公
園
内
の

噴
水
の
運
転
を
開
始
し
ま
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
必
ず
保

護
者
の
方
が
付
き
添
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

運
転
期
間

　

�

7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
土
、

日
、
祝
日
お
よ
び
小
中
学
校

の
夏
休
み
期
間
中

　
（
下
記
の
と
お
り
）

運
転
時
間
　
10
時
～
15
時

※�

雨
天
や
強
風
、
気
温
が
低
い

時（
25
度
未
満
）な
ど
は
自

動
で
一
時
的
に
停
止
し
ま
す
。

利
用
上
の
注
意

○�

噴
水
の
水
は
循
環
ろ
過
お
よ

び
塩
素
殺
菌
し
て
い
ま
す
が
、

飲
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○�

噴
水
周
辺
は
非
常
に
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

足
元
に
注
意
し
走
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

○�

安
全
の
た
め
、
噴
水
の
ノ
ズ

ル
は
絶
対
に
の
ぞ
き
こ
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

7
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す

　

昭
和
26
年
に
始
ま
り
、
今
年

で
68
回
を
迎
え
る「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」は
、
全
て
の

国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
・

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

毎
年
7
月
を
強
調
月
間
と

し
、
Ｊ
Ｒ
山
下
駅
・
坂
元
駅
で

の
街
頭
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、

防
災
行
政
無
線
、
広
報
宣
伝
車

に
よ
る
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
山
元
町
推
進
委
員
会

　
（
保
健
福
祉
課 

福
祉
班
）

☎
37
―
1
1
1
3

　「すてきなモノやヒトとの出会い」や「作り
手や地域とのつながり」を目的に、新鮮な農
産物やスイーツ、かわいい雑貨などが販売さ
れる「ひだまりマルシェ」を下記のとおり開
催します。皆さんお誘い合わせの上、どうぞ
お越しください。
※�同日13：30から、アドベンチャーミュー
ジカル「ジャングルブック」の公演も開催
します。

日時　7月14日（土）10：00～ 15：00
場所　防災拠点・山下地域交流センター
　　　「つばめの杜ひだまりホール」
　　　屋内イベントホール
　　◆わたあめ　無料

■問�防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」　☎37-5592

▲お子さんの遊びスポットとし
て、ぜひご利用ください

9　月
日 月 火 水 木 金 土
 � � � � 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

8　月
日 月 火 水 木 金 土
 � 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

7　月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

�

出店予定
出店団体 出店品

○清りんご園 りんごジュース　など

みやまアグリフーズ（株） 紅はるかのジェラートアイス、黒にんにく　など
工房地球村 焼き菓子、コーヒー　など
峠 しそ巻き　など
○稔農園 朝採り野菜（伊達むらさき　など）

Well グルテンフリーの米粉麺（めん
恋乙女、大黒麺）　など

あいちゃん 藍染め、草木染めのストール、
Ｔシャツ、のれん　など

nanairo�Atelier タイル雑貨、あみぐるみ、アク
セサリー　など

ひだまり～ず 布雑貨、小物雑貨
編みなごみ 編み物、小物雑貨
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　町では、「子育てするなら山元町」の実現に向け、ファミリー・サポート・
センター事業の実施に向けた準備を進めています。

ファミリー・サポート・センターとは  
　仕事や私用の際に「身近に子育ての手助けをしてくれる人がいたらいい
のに・・・」と思ったことはありませんか。ファミリー・サポート・センター
は、子育てをお願いしたい人と、子育てを手伝いたい人をつなぎ、地域で
助け合いながら子育てをするための組織です。
　子育てをお願いしたい人は「おねがい会員（依頼会員）」として、子育てを
手伝いたい人は「まかせて会員（提供会員）」として登録し、会員同士で子育
てを援助します。センターでは、アドバイザーを配置し、会員の募集や登
録受け付け、会員同士の利用調整などをお手伝いします。

会員登録ができるのは  
　○おねがい会員　町内に居住する生後6カ月から小学校6年生までの子どもの保護者
　○まかせて会員　町内に居住する20歳以上の方でセンターが実施する研修を修了した方
　○どっちも会員　上記の両方の会員を兼ねた方
　※会員登録は無料です。

活動内容  
　保育所や児童クラブの開所時間外、保護者の私用時などのお子さんの預かり、保育施設や習い事などへ
の送迎が主な活動内容になります。お子さんの預かりは「まかせて会員」の自宅やこどもセンターなどの
公共施設で行います。
　ただし、宿泊を伴う預かりや病中・病後児の預かりは行いません。

利用料金  
　○平日　7：00～ 19：00　1時間700円　　○その他の時間　1時間800円
　※送迎を伴う場合は、1回につき200円を上乗せされます。

事業説明会について  
　ファミリー・サポート・センター事業の内容をより広くご理解いただき、多くの方に会員となっていた
だけるよう、下記の日程で事業説明会を開催します。

日時・場所
日　　　時 場　　　所

7月19日（木）
13：00～ 14：00 こどもセンター

19：00～ 20：00 防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
3階　会議室6

7月28日（土）
15：00～ 16：00 防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」

1階　イベントスペース

19：00～ 20：00 防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
3階　会議室６

※当日は託児も行いますので、希望される方は事前にご連絡ください。
申し込み　不要

問�保健福祉課 子育て支援班　☎37-1113

ファミリー・サポート・センター事業の説明会を開催します
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問 保健福祉課 保険給付班　☎ 37-1113 ／国民健康保険税に関すること　税務納税課 課税班　☎37-1114

③会社の健康保険などの被扶養者であった方への軽減の変更
　後期高齢者医療制度加入前日において、会社の健康保険（国民健康保険、国民健康保険組合は除く）など
の被扶養者であった方は、平成30年度は5割軽減になり、平成31年度から、制度加入後2年を経過した方
の均等割額については、各年度の軽減対象判定基準にもとづきます。

軽減割合 平成30年度 平成29年度
均等割額軽減 5割軽減※ 7割軽減

※ 世帯の均等割額軽減割合が「9割軽減」「8.5割軽減」の場合は、それぞれ9割、8．5割軽減されます。
　所得割軽減は従来と同様に負担なしです。

　平成30年度介護保険料と後期高齢者医療保険料の納入通知書を7月13日（金）に発送します。
　特別徴収の方は、年金から天引きされます。普通徴収の方は、各納期を確認し忘れずに納付しましょう。

特別徴収 年金から直接差し引かれます。

普通徴収 取扱金融機関の窓口で納付書により納付してください。
口座振替の方は、口座から引き落としされます。

※普通徴収の方は、手軽で便利な口座振替がお勧めです。
※口座振替ができる金融機関は、七十七銀行・仙台銀行・みやぎ亘理農協・あぶくま信用金庫・ゆうちょ銀行です。

平成30年度介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付のお知らせ

　下記に該当する国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険加入者の方は、7月末に保険証などの更新
時期を迎えます。8月1日以降に医療機関などで受診する際は、新しい保険証などをご提示ください。

医療関係

国民健康保険 更新方法 必要な手続き
国民健康保険被保険者証

（国民健康保険加入者全員）
簡易書留郵便
（7月下旬） なし

高齢受給者証（70歳～ 74歳の方） 保険証の更新時に同封

限度額適用認定証（既に交付を受けている方） 窓口交付 8月中に保健福祉課または
坂元支所で申請

後期高齢者医療制度 更新方法 必要な手続き

後期高齢者医療被保険者証
（後期高齢者医療加入者全員）

簡易書留郵便
（7月下旬）

なし
限度額適用・標準負担額減認定証

（既に交付を受けている方で住民税非課税世帯の方） 被保険者証の更新時に同封

介護保険関係

介護保険 更新方法 必要な手続き
介護保険負担割合証（介護サービス利用の方） 簡易書留郵便

（7月下旬） なし
介護保険負担限度額認定証（更新申請された方）

国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険の保険証など更新のお知らせ
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国民健康保険
①国民健康保険税の軽減拡大
　5割軽減と2割軽減は対象が拡大されます。
　世帯（被保険者および世帯主）の所得の合計額が下記要件に該当する場合、均等割額および平等割額が軽
減されます。※

軽減割合 平成30年度 平成29年度

5割軽減 33万円＋（27万5千円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

2割軽減 33万円＋（50万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

33万円＋（49万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

※ 7割軽減は従来と同様です。

②課税限度額の引上げ
区分 平成30年度 平成29年度 増減

医療費給付分 58万円 54万円 4万円（↑）

後期高齢者支援金分 19万円 19万円 －

介護納付金分 16万円 16万円 －

後期高齢者医療制度
①保険料率
　宮城県後期高齢者医療広域連合が2年間の医療費等の推計額をもとに設定しており、平成30・31年度
の保険料率は次のとおりです。

均等割額
被保険者一人当たり

41,400円
×

所得割額
賦課のもととなる所得 × 所得割率
　　　　　　　　　　 8.02％

=
年間保険料額

限度額 62万円
（100円未満切捨て）

　【保険料比較表】
平成30・31年度 平成28・29年度 増　減

均 等 割 額 41,400円 42,480円 ▲1,080円（↓）

所 得 割 率 8.02％ 8.54％ ▲0.52％（↓）

賦 課 限 度 額 62万円 57万円 5万円（↑）

②保険料の軽減拡大
　5割軽減と2割軽減の対象が拡大されます。
　世帯（被保険者および世帯主）の所得の合計額が下記要件に該当する場合、均等割額が軽減されます。※

軽減割合 平成30年度 平成29年度

5割軽減 33万円＋（27万5千円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

2割軽減 33万円＋（50万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

33万円＋（49万円×世帯の被保険者数）
以下の世帯

※ 9割軽減、8．5割軽減は従来と同様です。

平成30年度から国民健康保険税および後期高齢者医療制度保険料が変わります
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全
国
的
な
少
子
化
に
東
日
本

大
震
災
の
影
響
が
加
わ
り
、
町

で
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
が

進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
教
育
委
員
会
で

は
、
平
成
25
年
３
月
に「
山
元

町
小
・
中
学
校
教
育
環
境
整
備

方
針
」を
策
定
し「
長
期
的
な

視
野
か
ら
小
学
校
２
学
校
区
、

中
学
校
１
学
校
区
」と
し
た
基

本
的
な
方
向
性
を
示
し
ま
し

た
。

　
本
町
の
学
校
再
編
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
町
の
重
要
課
題

で
あ
り「
児
童
生
徒
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
学
び（
学
校
生
活
）

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
」こ

と
を
第
一
に
、
昨
年
11
月
に
再

編
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
学
校
再
編
に
つ
い
て

は
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
１
月
に
左

記
の
方
々
を
対
象
に
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

調
査
対
象
者

○
地
域
住
民　
１
２
０
０
人

　
（
18
歳
以
上
無
作
為
抽
出
）

○
小
・
中
学
校
保
護
者

　
６
２
５
人

○
保
育
所
・
幼
稚
園
保
護
者

　

２
３
２
人

回
収
状
況

○
地
域
住
民　
５
０
８
人

○
小
・
中
学
校
保
護
者

　
５
４
３
人

○
保
育
所
・
幼
稚
園
保
護
者

　
１
９
９
人

○
全
体
の
回
収
率　
60
・
８
％

　
（
調
査
対
象
者
2
0
5
7
人
中
）

山
元
町
小
・
中
学
校
再
編
に
か
か
る

意
向
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ

～「
何
ら
か
の
形
で
学
校
再
編
に
向
け
て

�

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
7
割
以
上
の
方
が
回
答
～

回答者の年代別

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100

人
あなたにとって学校とは（複数回答）

そ
の
他

災
害
時
の

大
切
な
避
難
場
所

地
域
行
事
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

地
域
に
と
っ
て

心
の
拠
り
所

子
ど
も
の

教
育
の
場

102

341372

169

1029

515

卒
業
し
た

学
び
舎

これからの小・中学校再編検討の必要について
人

0

100

200

300

400

500

600

再編を検討していく際に重要なこと（複数回答）

そ
の
他

町
の
財
政
面
を
考
慮
し
た

再
編
を
検
討

通
学
手
段
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
が
負
担
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮

児
童
・
生
徒
数
や
教
職
員
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
学
校

規
模
や
学
区
編
成
に
配
慮

地
域
と
の
関
係
に
配
慮
し
、

密
な
説
明
会
の
対
応

子
ど
も
た
ち
に
不
安
や

戸
惑
い
が
出
な
い
よ
う
な
配
慮

3435

536

374

163

444

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

やまもとP08-09調査_三[8-9].indd   8 2018/06/27   13:49:46

2018 No.464
広報やまもと7月号9

意
向
調
査
の
結
果

　
「
こ
れ
か
ら
の
小
・
中
学
校

再
編
検
討
の
必
要
に
つ
い
て
」

で
、多
か
っ
た
回
答
は

・�「
Ｈ
25
年
の
整
備
方
針
ど
お
り

に
再
編
を
検
討
」�
22
・
1
％

・�「
Ｈ
25
年
の
整
備
方
針
を
見
直

し
再
編
を
検
討
」�
20
・
3
％

・�「
先
ず
は
中
学
校
を
優
先
し

て
検
討
」　
19
・
2
％

の
3
つ
で
す
。
さ
ら
に「
先
ず

は
小
学
校
を
優
先
し
て
検
討
」

8
・
7
％
を
含
め
る
と
全
回
答

者
の
7
割
以
上
の
方
が「
今

後
、
何
ら
か
の
形
で
学
校
再
編

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」と
考
え
て
い
る
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　

な
お
、
結
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

住
民
説
明
会
の
開
催

　

現
在
、
再
編
検
討
委
員
会
に

お
い
て
は
、
今
後
の
学
校
再
編

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
8
月
に
住
民
説
明

会
を
開
催
し
、
改
め
て
意
見
を

伺
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
教
育
委
員
会 

学
務
課

☎
37
―
5
1
1
5

望ましい中学校 1学年あたりのクラス数

望ましい小学校 1学年あたりのクラス数

その他
153人
（12.2%）

3クラス
167人
（13.4%）

2クラス
731人
（58.5%）

1クラス
199人
（15.9%）

望ましい中学校１クラスあたりの生徒数
その他  78人（6.2%）

31人以上
79人（6.3%）

21～30人程度
776人（62.1%）

11～20人程度
301人（24.1%）

1～10人程度
16人（1.3%）

望ましい小学校1クラスあたりの児童数

小・中学生の意向調査結果
　町内小・中学校の子どもたち627人に学校規模について感じることを確認しました。

クラスや学校全体の規模

人

クラスや学校全体の規模で少ないと感じたとき（複数回答）
※クラスや学校全体の規模の設問で「すこし少ない」「とても少ない」と
回答した 209人が対象

0
20
40
60
80
100
120

そ
の
他

進
学
を
考
え
た
と
き

他
の
学
校
と
比
べ
た

と
き

委
員
会
や
部
活
動
を

選
ぶ
と
き

運
動
会
や
学
習
発
表
会

な
ど
学
校
行
事

同
学
年
で
も
っ
と

友
達
を
つ
く
り
た
い

普
段
の
授
業
を

受
け
て
い
て

22
12

89
76

102

52

17
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○坂元駅前駐車場の利用形態変更図

　

坂
元
駅
前
駐
車
場
は
、
交
流

拠
点
施
設
の
整
備
予
定
地
を
活

用
し
て
、
暫
定
的
に
無
料
で
提

供
し
て
い
ま
し
た
が
、
交
流
拠

点
施
設
の
建
設
着
手
に
伴
い
、

駐
車
場
の
位
置
を
変
更
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
駅
前
広
場
の
一
時

駐
車
場
の
利
用
方
法
も
変
更
し

ま
す
。

変
更
期
日
　
8
月
1
日
㈬
～

変
更
内
容

①�

駅
前
広
場
内
の
一
時
駐
車
場

が
月
極
め
有
料
駐
車
場
に
変

わ
り
ま
す
。

②�

交
流
拠
点
施
設
用
地
の
暫
定

一
時
駐
車
場
を
廃
止
し
、
新

た
に
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
高
架
下
に

無
料
の
暫
定
一
時
駐
車
場
を

設
置
し
ま
す
。

月
極
め
有
料
駐
車
場
の
概
要
と

申
し
込
み
方
法
な
ど

○
利
用
可
能
台
数
　
21
台

○
駐
車
可
能
な
自
動
車

　

�

縦
5
㍍
、
横
2
・
5
㍍
の
駐

車
枠
に
駐
車
可
能
な
自
動
車

（
二
輪
車
は
除
く
）

○ 

月
極
駐
車
料
金（
1
月
当
た
り
）

・
町
内
在
住
者

　
3
0
0
0
円
／
台

・
町
外
在
住
者

　
4
0
0
0
円
／
台

○
申
込
方
法

　

�

役
場
施
設
管
理
室
お
よ
び
坂

元
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

施
設
管
理
室
お
よ
び
坂
元
支

所
に
提
出

○
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

�
右
記
の
申
込
書
の
ほ
か
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。

㋐�

駐
車
を
予
定
し
て
い
る
自
動

車
の
車
検
証
の
写
し

㋑�

申
請
者
の
写
真
付
き
の
身
分

証
明
書
の
写
し（
運
転
免
許

証
な
ど
）

○
申
し
込
み
期
間

　
7
月
4
日
㈬
～
18
日
㈬

※�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。

○
抽
選
日
時
お
よ
び
場
所

　
7
月
20
日
㈮　
10
時
～

　
役
場
第
3
仮
庁
舎　
1
階

　
大
会
議
室

　

�

抽
選
会
へ
の
参
加
は
自
由
で

す
。（
抽
選
会
へ
の
参
加
は
必

須
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

�

駐
車
場
の
利
用
は
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
で
あ
る
た
め
、

町
内
在
住
者
か
ら
優
先
的
に

抽
選
を
行
い
ま
す
。

○
抽
選
結
果

　

�

抽
選
結
果
は
申
込
者
全
員
に

郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
駐
車
場
の
利
用
が
決

定
し
た
方
は
、
別
途
、
契
約

手
続
き
が
必
要
で
す
。

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
高
架
下
一
時
駐
車

場
の
概
要
と
利
用
方
法
な
ど

○
利
用
可
能
台
数
　
26
台

○
利
用
方
法

　

�

こ
れ
ま
で
同
様
、
暫
定
の
一

時
駐
車
場
と
し
て
無
料
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

　
�

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

�　

ま
た
、
路
上
や
月
極
め
駐

車
場
な
ど
へ
の
違
法
・
迷
惑

駐
車
な
ど
に
対
し
て
は
、
道

路
交
通
法
も
し
く
は
山
元
町

駐
車
場
条
例
、
山
元
町
駅
前

広
場
条
例
に
よ
り
、
反
則
金

や
撤
去
な
ど
の
措
置
が
取
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

坂
元
駅
前
駐
車
場
の
利
用
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37

−

5
1
1
1

坂
元
駅

一
時
駐
車
場（
無
料
）
26
台

8月から供用を開始する駐車場

坂
元
駅

これまでの坂元駅前駐車場
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山元町木造住宅耐震診断士派遣事業
施設管理室の窓口で耐震診断の申し込みをすると、ご自宅に耐震診断士（建築士）が派遣されます。
現地調査を行い、後日、耐震診断結果をお伝えします。
※�住宅を建てた当時の資料（図面など）を準備してください。建築年や面積などの情報が必要です。

山元町木造住宅耐震改修工事助成事業（平成30年度新規事業）
耐震診断により作成された改修計画に基づく耐震改修工事について、工事費の一部を補助します。
申請者が、直接設計事務所または工務店などに見積もりを依頼、契約して耐震改修工事を行います。
工事着手の前に、補助金申請書を提出していただく必要があります。

はい

耐震性
なし

いいえ

耐震性あり

新しい耐震基準
によって建築さ
れているため、
補助対象外です。

耐震改修は不要です。

一般
診断

改修
設計

改修
計画

改修
工事

現地調査や聴き取りをもとに専門家
が耐震診断を行います。

改修計画をもとに、具体的な改修工
事の設計を行います。

補強方法などの改修計画を立て、概
算金額も算出します。

改修工事に併せてリフォーム工事※
を行うこともできます。

＋

＋
※住宅リフォーム支援事業の補助対象工事を除き、建て替えについても補助対象となる場合がありますので、窓口でご確認ください。

わが家は地震に耐えられる？ 〜補助を受けて耐震診断で確認してみよう〜

昭和56年5月以前に建築された住宅の耐震化には、助成制度（補助金）があります

1ご自宅は「昭和56年5月以前に建てられた木造戸建て住宅」ですか ?

2耐震診断の申し込み（本紙6月号7ページをご覧ください）

3耐震改修の申し込み

Point1

Point2

Point3

宮城県沖地震（昭和53年6月）後、耐震基準が見直
され、昭和56年6月の建築基準法改正により、建物
の耐震基準が大きく引き上げられました。

住宅の耐震診断の費用は、一般的に15万円程度ですが、補助金
を活用すると自己負担額8,300円※で実施できます
※床面積が200平方㍍を超えると、自己負担額の増額があります。

申請者が受けられる補助額は、工事の内容や金額などによって変わります。 ご注意ください！
耐震改修工事助成の補助
を受けるためには、一定の
要件を満たす必要があり
ます。

補助上限額　135万円 です（上乗せ加算含む※）
※�同時にリフォーム工事を行う場合や工事を町内業者に発注する場合は、
最大35万円の上乗せ加算もあります。

耐震診断・耐震改修の助成を受けるためには、町への事前申請が必要です。実施後の申請は受け付けられませ
んので、ご注意ください。

■問施設管理室�行政班　☎�37-5111
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再建方法 支援内容

町内

町が指定した
「住宅団地」に建築

○移転費用補助（限度額40万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額350万円）※3または実費補助（限度額100万円）※4

○土地購入・住宅建築の補助400万円　○太陽光発電システム設置補助（10万円）

復興公営住宅に入居 ○移転費用補助（限度額40万円）○生活支度金（間取りに応じて15万円～ 30万円）

町内で住宅購入など
（第1、2種区域、借家への移転は対象外）

○移転費用補助（限度額40万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額350万円）※3または、実費補助（限度額100万円）※4

○住宅再建補助100万円（津波浸水世帯のみ）

現地修繕
津波浸水世帯 ○移転費用（限度額40万円）　○住宅ローンの利子補助（限度額220万円）

　または、実費補助（限度額50万円）※4　○住宅再建補助100万円

長期避難世帯 ○住宅修繕の補助（全壊100万円、大規模半壊50万円、半壊20万円）

現地新築
津波浸水世帯

○移転費用（限度額40万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額220万円）または、実費補助（限度額50万円）※4　
○住宅再建補助100万円　○宅地防災工事助成（上限100万円）

長期避難世帯 ○住宅再建補助（全壊100万円、大規模半壊50万円）

町外 町外で住宅購入 ○移転費用補助（限度額40万円）　注：借家への移転は対象外

※1　町が発行するり災証明書において、半壊以上の世帯で、東日本大震災義援金の第3次配分を受けた世帯
※2　磯・中浜地区で長期避難世帯に認定された世帯
※3　利子補助は、土地取得：100万円、土地造成：30万円、住宅建築（購入）：220万円が、限度額の内訳です。
※4　実費補助額＝（対象経費－受給した被災者生活再建支援金加算分）×（1/10）

再建方法 支援内容

町内

町が指定した
「住宅団地」に建築※1 ○土地購入・住宅建築の補助400万円　○太陽光発電システム設置補助（10万円）

復興公営住宅に入居 ○生活支度金（間取りに応じて15万円～ 30万円）

町内で住宅購入など
（第1、2種区域への移転は対象外） ○住宅再建補助（全壊100万円、大規模半壊50万円）　

現地修繕 ○住宅再建補助（全壊100万円、大規模半壊50万円、半壊20万円）

現地新築 ○住宅再建補助（全壊100万円、大規模半壊50万円）

※1　町が発行するり災証明書において全壊または、半壊以上で家屋解体した世帯

津波防災区域外に居住していた世帯（津波浸水世帯・長期避難世帯以外）

再建方法 支援内容

町内に住宅購入※1 ○住宅ローンの利子補助（限度額350万円）※2　または実費補助額（限度額100万円）※3

※1　第1、2種区域内への移転、借家への移転は補助対象外、ほか各種要件あり
※2　利子補助は、土地取得：100万円、土地造成：30万円、住宅建築（購入）:220万円が、限度額の内訳です。
※3　実費補助額＝（対象経費－受給した被災者生活再建支援金加算分）×（1/10）

町外の津波浸水区域に居住していた世帯

津波防災区域外に居住していた世帯（津波浸水世帯※1・長期避難世帯※2）

問 震災復興企画課 復興管理班　☎37-0497／宅地防災工事助成に関すること 施設管理室 行政班　☎37-5111
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　町では被災された方を対象に平成25年から住宅再建および各種補助制度の申請を受け付けていますが、
平成32年3月31日で制度が終了します。
　被災時に居住していた区域や家屋の被害判定、再建方法などにより支援内容が異なります。各種要件や
必要書類などの詳細は、問い合わせ先までご連絡ください。

再建方法 支援内容

町内

町が指定した
「住宅団地」に建築

○移転費用補助（限度額80.2万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額722.7万円）※1または実費補助（限度額200万円）※2　
○土地購入・住宅建築への補助 400万円　○太陽光発電システム設置補助（10万円）

復興公営住宅に入居 ○移転費用補助（限度額80.2万円）○生活支度金（間取りに応じて15万円～ 30万円）

町内で住宅購入など
（第1、2種区域への移転は対象外）

○移転費用補助（限度額80.2万円）
○住宅ローンの利子補助（限度額722.7万円）※1または、実費補助（限度額200万円）※2

○住宅再建補助250万円

現地修繕 ○ 生活支援金（180万円）　※加算支援金を受領し、平成29年3月末までに再建完了したもの。

現地新築
（第2種区域のみ）

○移転費用補助（限度額80.2万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額457万円）または、実費補助（限度額100万円）※2　
○住宅再建補助100万円　○宅地防災工事助成（上限200万円）

町外 町外の借家または住宅購入など ○移転費用補助（限度額80.2万円）

※1　利子補助は、土地取得：206万円、土地造成：59.7万円、住宅建築（購入）：457万円が、限度額の内訳です。
※2　実費補助額＝（対象経費－受給した被災者生活再建支援金加算分）×（1/10）

再建方法 支援内容

町内

町が指定した
「住宅団地」に建築

○移転費用補助（限度額80.2万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額722.7万円）※1または実費補助（限度額200万円）※2　
○土地購入・住宅建築への補助400万円　○太陽光発電システム設置補助（10万円）

復興公営住宅に入居 ○移転費用補助（限度額80.2万円）　○生活支度金（間取りに応じて15万円～ 30万円）

町内で住宅購入など
（第1、2種区域への移転は対象外）

○移転費用補助（限度額80.2万円）　○住宅ローンの利子補助（限度額722.7万円）※1

　または、実費補助（限度額200万円）※2　○住宅再建補助250万円

現地修繕 ○移転費用補助（限度額80.2万円）　○住宅ローンの利子補助（限度額457万円）
　または、実費補助（限度額100万円）※2　○住宅再建補助200万円※3

現地新築
○移転費用補助（限度額80.2万円）　
○住宅ローンの利子補助（限度額457万円）または、実費補助（限度額100万円）※2

○住宅再建補助200万円※3　○宅地防災工事助成（上限150万円）

町外 町外で住宅購入 ○移転費用（限度額80.2万円）　※借家への移転は対象外

※1　利子補助は、土地取得：206万円、土地造成：59.7万円、住宅建築（購入）：457万円が、限度額の内訳です。
※2　実費補助額＝（対象経費－受給した被災者生活再建支援金加算分）×（1/10）
※3　町が発行するり災証明書において半壊以上の世帯が対象

津波防災区域の第1種・第2種区域に居住していた世帯

津波防災区域の第3種区域に居住していた世帯

住宅再建・各種補助制度の
申請手続きはお済みですか

～平成32年3月31日で補助制度が終了します～

東日本大震災で被災された方々へ
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被災した宅地の買取り申し込みが9月30日で終了します
　町では、防災集団移転促進事業により第1種・第2種津波防災区域で被災した居住用の宅地などを、土
地所有者から申しでを受けて買取りを進めてきましたが、新規の買取り申しでの受け付けが9月30日を
もって終了します。
　買取りを希望される方は、震災復
興企画課の窓口で「土地買取り希望
申出書」をお早めに提出ください。
　買取り申しでの受付終了後は、9
月30日（日）までに買取り申しでを
提出された方で抵当権や相続登記の
手続きなどが済んでいる土地の買取
りを進めていきます。
申請期限　9月30日（日）
申請方法
　�　「土地買取り希望申出書」に必要事項を記入いただき、震災復興企画課に直接提出いただくか、郵送で
お送りください。郵送の場合は9月30日（日）消印有効

買取対象となる土地
　�　第1種・第2種津波防災区域内の住宅用地および住宅用地と一体的に利用されていた、介在農地・雑
種地・原野および住宅用地に隣接する山林について土地所有者が売却を希望する場合に町が買い取るこ
とができるもの

買取り対象地のイメージ
＜イメージ①＞
　居住用の建物が建っていた土地および居住用の建
物が建っていた土地と一体利用していた宅地

＜イメージ③＞
　共有の公衆用道路

＜イメージ②＞
　住宅用地に介在する介在農地、雑種地、原野

居住用の建物が建っていた土地と一体利用していた
宅地
（隣接していなくても可）

居住用の建物が建っていた土地と一体利用していた
土地
（隣接していなくても可）

・Ａ、Ｂの住宅用地が買取り対象
・�Ｃ、Ｄの更地は買取り対象外だが、公衆用道路の買
取りにはＣ、Ｄからの同意が必要

・�この場合、持ち分の買い取りではなく、1筆の買取
りを行う

※�①のうち居住用の建物が建っていた土地と一体利用
していた宅地および②、③の土地の買取りについて
は居宅が建っていた宅地の買取りまたは既に買取済
みであることが前提となります。

問�震災復興企画課 復興管理班　☎37-0497

■「土地買取り希望申出書の提出期限」と「宅地などの買取り期限」のイメージ

〇土地買取り希望申出書の提出期限
　　平成 30年 9月 30日まで

〇宅地等の買取り期限
　　　平成 32年 3月 31日まで

「土地買取り希望申出書」の提出期限を
過ぎての新規受付はできません。

宅地（買取○）

宅地
（更地、駐車場、庭）

買取○

Ａ氏 Ａ、Ｂ、
Ｃ、Ｄの
共有

Ｂ氏

Ｃ氏 Ｄ氏

更地
（買取×、同意〇）

更地
（買取×、同意〇）

公衆用
道路
買取〇

町道

宅地（買取○） 宅地（買取○）

宅地（買取○）

介在農地、雑種地、原野
（駐車場、庭）
買取○
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災害援護資金貸付制度の申込期限を延長しました
　災害援護資金貸付金制度の申込期限を平成31年3月31日まで延長しました。
　この制度は、東日本大震災で被害を受けた住まいの再建などに利用することができます。

対象（次の①～③のいずれかに該当）
� ①世帯主が負傷し、療養期間がおおむね1カ月以上
� ②住居被害が半壊以上
� ③家財におおむね3分の1以上の損害
� ※被災当時、本町に居住していることが必要です。
貸付限度額� 被災の程度により、150万円～ 350万円
� ※所得による制限があります。
� ※審査の結果によっては、希望に沿えない場合があります。
貸 付 条 件� ○利率
� ・連帯保証人あり→　無利子
� ・連帯保証人なし→　年1.5％
� ○償還期間　13年　※据え置き期間6年を経て、7年目から返済が始まります。
� ○償還方法　年賦または半年賦
申 込 期 限� 平成31年3月31日

問�震災復興企画課 復興管理班　☎37-0497

試験区分 職　種 採用予定人員 受　験　資　格

初級
（高等学校卒業

程度）

行　政 3人程度

平成2年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた
方で、高等学校を卒業した方または平成31年3月までに
卒業見込みの方並びに高等学校卒業程度の能力を有する
と認められる方

行　政
（考古学学芸員） 1　人

平成2年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた方で、
学芸員（考古学専攻）の資格を有する方または平成31年3
月までに資格取得見込みの方

土　木 1　人
昭和58年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた
方で、土木系学科を卒業した方または平成31年3月まで
に卒業見込みの方

■試験期日（第一次試験）　9月16日（日）　　　■試験会場　東北大学川内北キャンパス（仙台市）
■採用年月日　平成31年4月1日
■申込手続きなど
　（1）申し込み　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、総務課宛に提出してください。
�� 　�申込用紙は総務課で配布しています。なお、郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一

試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記の上、120円切手を貼った角2の返信用封筒（A4サイズ
が入る大きさ）を必ず同封してください。

　（2）受付期間　7月2日（月）～ 8月6日（月）　8：30～ 17：00（土、日、祝日除く）
� 　�郵送での申し込みは、8月6日（月）まで総務課に届いたものに限り、受け付けますので「書留郵便」

などの確実な方法で行ってください。

問�総務課 人事班　☎37-1111

山元町職員（初級）募集
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消防職員募集
採用予定職種および人員　○消防職　若干名
受験資格　○平成5年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた方
　　　　　○普通自動車免許（AT限定不可）を有している方または取得見込みの方
　　　　　○採用後、管内または近郊に居住できる方（勤務地まで通勤時間がおおむね1時間以内）
第一次試験　9月16日（日）　教養試験、適性検査
第二次試験　10月下旬ごろ　作文試験、人物試験、体力検査、健康診断、資格調査
申込方法　�受験申込書は、亘理地区行政事務組合総務課で配布しています。郵便で請求する場合は、封筒

の表に「職員採用統一試験受験申込書請求」と朱書し、宛先を明記の上、120円切手を貼った返
信用封筒（Ａ4サイズの入る大きさ）を必ず同封してください。

受付期間　7月2日（月）～ 8月6日（月）　8：30～ 17：00（土、日、祝日は除く）
　　　　　※�郵便受け付けの場合は、8月6日（月）までに下記の受験申込先に届いたものに限り受け付け

ますので、「特定記録郵便」などの確実な方法によってお申し込みください。

問�亘理地区行政事務組合 総務課　〒989-2351　亘理町字祝田34-2　☎34-7737

1　募集職種・応募資格など

№ 職　種 業務内容 募集
人数 任用期間 応募資格等 主な

勤務地 賃　金 勤務時間 受付・
問い合わせ課

1

保育士 保育業務

1人

H30.8.1
～

H31.1.31

保育士、幼稚園教
諭、小学校教諭、
養護教諭、保健師、
看護師、准看護師
の資格を有する方

つばめ
の杜
保育所

日額8,000円
（町規定による
交通費の支給
有）

月～土のうち
5日間
7時間45分
（早番・遅番有）

保健福祉課
☎37-11132 2人

時給1,040円
（町規定による
交通費の支給
有）

月～土のうち
5日間
4時間
（早番・遅番有）

3 保育
補助

保育補助
業務 1人 実務経験のある方 日額6,600円

月～土のうち
5日間
7時間45分
（早番・遅番有）

2　勤務条件など
　（1）任 用 期 間　任用期間は上記のとおりですが、最長で平成31年3月31日まで更新する場合があります。
　（2）各 種 保 険　勤務条件などにより、社会保険、雇用保険、労災保険に加入となります。
　（3）賃金支払日　月末締め翌月15日支払い（土・日・祝日の場合はその前日）
3　申込方法・受付期間など
　（1）申込方法� �市販の履歴書に顔写真を貼付し、保健福祉課宛に提出してください。
� ※�郵送の場合は受験票送付用として、住所・氏名を記入し、切手を貼付した封筒を同封してく

ださい。
� 　�なお、申し込む職種については、いずれか1つでお願いします。（複数の職種に申し込むこ

とはできません）
　（2）受付期間� �7月4日（水）～ 7月20日（金）　8：30 ～ 17：00（土・日・祝日を除く）郵送の場合は、7月

20日（金）到着分まで有効
　（3）郵 送 先� 〒989-2292　山元町浅生原字作田山32　山元町役場　「保健福祉課」宛
� ※封筒の表に「臨時職員採用試験申込」と朱書で記載ください。
　（4）選考方法� 書類審査および面接により選考します。
� ※面接は7月末を予定しています。（詳細は申し込み時）

臨 時 職 員 募 集
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　町では、妊娠から出産、育児までをサポートするため、7月24日（火）から子ども・子育
て支援アプリ「母

ボ

子
シ

モ」の運用を開始します。
　このアプリは、子育て世代に必要な情報を提供するための新たな情報発信手段として導
入したものです。母子健康手帳の機能を中心としたサービスで、町からのお知らせもチェ
ックできます。

・妊婦健診やお子さんの乳幼児健診の記録ができます
・たくさんある予防接種の接種日の目安を表示し、スケジュール管理ができます
・プッシュ通知で予防接種や健診のお知らせがあり、受け忘れを防止できます
・�日記・写真・記念日などを記録し、パパ・ママだけでなくおじいちゃん・おばあちゃんと
共有できます
・町からのお知らせをチェックできます

　このアプリは、お子さんの年齢に合った必
要な情報だけをプッシュ通知で受診すること
ができます。
　町では、子育てイベント
や感染症の注意喚起などの
情報を積極的に発信してい
きます。

　このアプリはアプリ版のほかに、
ウェブ版でも利用できます。ご利用
はすべて無料です。

　上記QRコードをスマートフォン
で読み込み、ダウンロードしてくだ
さい。
ウェブ版は「母子モ」で検索

子ども・子育て支援サービス

　母子手帳アプリ「母
ボ

子
シ

モ」
7月24日（火） 利用開始のご案内

どんなことができるの？

必要な情報をアプリで入手

お子さんの情報 発育曲線グラフ できたよ記念日

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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『すくすく発達相談』のご案内

乳がん検診のお知らせ

　町では、お子さんの成長・発達に関するお悩みを心理士の先生に相談できる「すくすく発達相談」を開催
します。（年3回）
　ささいなことでも相談できますので「首のすわりが遅い」「なかなか歩かない」「落ち着きなく動き回る」
「発達障害が心配」などの不安なことがあれば、ぜひご相談ください。開催日程は下記のとおりです。

開 催 日 時　　間 開催場所
8月2日（木）

10：00～ 11：00 保健センター11月5日（月）
平成31年2月4日（月）

※�相談のご予約は、保健福祉課�健康推進班にお問い合わせください。なお、ご予約がなくても当日受け付
けは可能ですが、お待ちいただくことがありますのでご了承ください。
※この事業は、東北大学大学院教育学研究科「震災こども支援室 S－チル」の協力により実施するものです。

　近年、急増している乳がんは、症状のないうちに検診を受けることで、早期発見につながります。
　また、早期発見の場合には、適切な治療によって治癒の確率も高くなります。
　町では、乳がん検診を下記の日程で行いますので、ぜひ受診しましょう。既にお申し込みいただいてい
る方には、受診票をお送りします。乳がん検診の「無料クーポン券」が同封されている方は、忘れずにご持
参ください。
　なお、申し込みいただいていない方で受診を希望する方は、保健福祉課健康推進班にご連絡ください。
対象者　30歳以上の女性（40歳以上の方は奇数年齢の方が対象です）
検査内容および検査料金
　○30～ 39歳　超音波検査　2,700円　　　○41～ 63歳　マンモグラフィ 2方向　4,200円
　○65歳以上　マンモグラフィ 1方向　2,100円
　※年齢により検査内容が異なります。（平成30年度の誕生日年齢です）
検診会場　保健センター

月　日 受付時間 対象地区 月　日 受付時間 対象地区

8月3日
（金）

8：30～� 9：30 山下

8月4日
（土）

8：30～� 9：30 花釜
10：00～10：30 町 10：00～10：30 八手庭・牛橋
12：45～13：30 下郷

12：45～13：30 合戦原（療養所・桜
塚を含む）

8月6日
（月）

8：30～� 9：00 横山・山寺

9：00～� 9：30 上平・磯・中浜・笠野・
つばめの杜西 8月7日

（火）

8：30～� 9：00 浅生原
9：00～� 9：30 小平・つばめの杜東

10：00～10：30 鷲足・久保間・中山 10：00～10：30 高瀬
12：45～13：30 大平 12：45～13：30 真庭

託児サービスを
行います！

乳がん検診を受けている間、子育てサポーターがお子さんをお預かりします。
時間　8：30～ 12：00
担当　家庭教育支援チーム「夢ふうせん・子育てサポーター」
※申し込み不要、無料

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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元気やまもとウォーキングポイント事業
送信端末を増設しました

　ウォーキングポイント事業で使用している活動量計の送信端末を防災拠点・山下地域交流センター�
「つばめの杜ひだまりホール」と防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさとおもだか館」に設置しました。
ぜひご利用ください。
利用時間　平日　8：30～ 17：15
設置場所
○�防災拠点・山下地域交流センター「つばめの
杜ひだまりホール」1階　管理事務室前

○�防災拠点・坂元地域交流センター「ふるさと
おもだか館」1階ギャラリー内テレビ下
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ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

�
「
き
ら
り
☆
」

　

第
2
回「
き
ら
り
☆
」で
は
、

「
親
子
ヨ
ガ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
」を

開
催
し
ま
す
。

　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

ヨ
ガ（
軽
い
運
動
）を
体
験
で

き
ま
す
。
親
子
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
7
月
19
日
㈭

　　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　（
受
け
付
け　
10
時
15
分
）

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

講
師
　
山
元
ヨ
ガ
教
室

　　
　
菅
野
葉
子
先
生

対
象
者
　
未
就
園
児
と
そ
の
保

護
者

※�

乳
幼
児
の
見
守
り
託
児
が
あ

り
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

※�

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
あ
る
方
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
不
要

問 

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
班

☎
37
―
5
1
1
6

児
童
厚
生
員
と
一
緒
に

遊
び
ま
せ
ん
か

　
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
か

つ
自
主
的
に
遊
べ
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
児
童
厚

生
員
と
一
緒
に
、
い
ろ
い
ろ
な

楽
し
み
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

遊
び
方
は
、
そ
の
場
で
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
ま
す
の

で
、
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ

い
。

期
間
　
7
月
23
日
㈪
～

�

　
8
月
23
日
㈭

時
間
　
10
時
～
12
時
、

　　
　
13
時
～
16
時

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆

お
誕
生
会

　
N
P
O
法
人
子
育
て
ひ
ろ

ば
夢
ふ
う
せ
ん
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
と

7
月
生
ま
れ
誕
生
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
大
人
は
も
ち

ろ
ん
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し

め
ま
す
。

日
時
　
7
月
24
日
㈫

　　
　
10
時
30
分
～
12
時　

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

対
象
者
　
ど
な
た
で
も
鑑
賞
い

た
だ
け
ま
す
。

問 

N
P
O
法
人
子
育
て
ひ
ろ

ば
夢
ふ
う
せ
ん　

☎
0
8
0
―
4
0
7
6
―
3
5
7
0

　
（
栗
和
田
）

親
子
で
一
緒
に　

英
語
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
英
語
で
遊
ぶ

「
お
や
こ
英
語
あ
そ
び
」の
第
4

回
目
で
す
。

　
継
続
し
て
参
加
で
き
な
く
て

も
、
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方
で

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
7
月
30
日
㈪

　　
　
10
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

内
容
　

　
①
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
歌

　
②
動
物
の
名
前

対
象
者
　
1
歳
～
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
15
組

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
7
月
27
日
㈮
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
可

夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
期
間
中
の

�

出
張
児
童
館

　
児
童
厚
生
員
が
子
ど
も
た
ち

の
安
全
安
心
な
遊
び
場
、
居
場

所
を
提
供
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
来
館

し
、
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
児
童
厚
生
員
に
よ
る
運
動
遊

び
や
ゲ
ー
ム
、
工
作
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
週
火
曜
日

　　
　
9
時
30
～
11
時
30
分

　　
　
（
長
期
休
業
期
間
中
）

場
所
　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

お
も
だ
か
館
」

対
象
者
　
0
歳
～
18
歳
ま
で
の

児
童
と
そ
の
保
護
者

子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情
報

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX 

36
―
8
6
3
4

▲おやこ英語あそびで使用する教材

▲親子で一緒に楽しめる運動です

▲�児童厚生員と一緒に遊ぶ子ども
たち
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いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー

坂
元
公
民
館 

38
―
０
3
0
1

深
山
山
麓
少
年
の
森 
37
―
３
１
５
０

歴
史
民
俗
資
料
館

　 

37
―
０
０
４
０

ふ
る
さ
と
伝
承
館

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館 

37
―
５
１
１
６

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

37
―
２
９
１
９

郷
土
民
謡
民
舞
大
会
　

全
国
大
会
出
場
決
定

 

5
月
27
日
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
、
第
41
回
郷
土
民
謡
民

舞
宮
城
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
1
5
0
人
を

超
え
る
方
が
参
加
し
、
力
強
い

歌
声
と
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

本
町
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々
の

う
ち
、
各
部
門
で
優
勝
、
準
優

勝
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
11
月

に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

○ 

第
41
回
郷
土
民
謡
民
舞
宮
城

県
大
会
　
大
会
結
果

少
年
少
女
の
部

優
勝

　
髙た

か

橋は
し　
倖こ

う

輝き

さ
ん（
八
手
庭
区
）

卒
寿
編

優
勝

　
庄し

ょ
う

子じ　
喜き

代よ

子こ

さ
ん（
町
区
）

シ
ニ
ア
編
一
部

優
勝

　
青あ

お

田た　
ま
さ
子こ

さ
ん（
山
寺
区
）

準
優
勝　

　
作さ

く

間ま　
京き

ょ
う

子こ

さ
ん（
八
手
庭
区
）

シ
ニ
ア
編
二
部

優
勝

　
鈴す

ず

木き　
明あ

け

美み

さ
ん（
山
下
区
）

民
謡
の
部

総
合
優
勝

　
鈴す

ず

木き　
明あ

け

美み

さ
ん（
山
下
区
）

問
生
涯
学
習
課

「
ち
び
っ
こ
盆
お
ど
り
」開
催

　
山
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
虹
が
主
催
す
る「
ち
び
っ
こ

盆
お
ど
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
中
学
生
・
高
校
生
の

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
一

緒
に
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
を
し
て

楽
し
く
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

○
7
月
24
日
㈫　

・
山
下
小
学
校　
体
育
館

　
10
時
～
11
時
30
分

・
山
下
第
一
小
学
校　
体
育
館

　
14
時
～
15
時
30
分

○
7
月
25
日
㈬

・
山
下
第
二
小
学
校　
体
育
館

お
も
だ
か
館
」屋
内
外

内
容　

第 

1
部　
14
時
～
17
時

　

 

各
種
体
験
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー

ジ
発
表
な
ど

第 

2
部　
17
時
～
20
時

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問 

子
ど
も
も
大
人
も
み
ん
な
で

遊
び
隊　
実
行
委
員
会

☎
0
9
0
―
9
7
4
3
―
2
0
6
4

　
（
吉
田
）

　
生
涯
学
習
課

歴
史
民
俗
資
料
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
展
示

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
次

の
期
間
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　
10
時
～
11
時
30
分

・
坂
元
小
学
校　
体
育
館

　
14
時
～
15
時
30
分

対
象
者　
町
内
の
小
学
生

申
し
込
み　
不
要

問
生
涯
学
習
課

「
子
ど
も
も
大
人
も

み
ん
な
で
遊
び
隊
」開
催

　

今
年
度
2
回
目
の「
子
ど
も

も
大
人
も
み
ん
な
で
遊
び
隊
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町

外
や
県
外
の
方
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
ブ
ー
ス
や
食
事
ブ
ー

ス
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
遊
び
隊
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
7
月
中
旬
の

各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
時　
8
月
4
日
㈯

　
　
　
14
時
～
20
時

場 

所　
防
災
拠
点
・
坂
元
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
る
さ
と

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間

　
7
月
17
日
㈫
～
11
月
初
旬

※ 

再
開
時
期
が
近
く
な
り
ま
し

た
ら
、
改
め
て
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館

成
人
式
実
行
委
員
募
集

～�

成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で

作
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

町
で
は
、
平
成
31
年
1
月
13

日
㈰
開
催
予
定
の「
平
成
30
年

度
成
人
式
」を
自
ら
企
画
、
運

営
す
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
成
人
式
を
自
分

た
ち
で
作
り
上
げ
、思
い
出
に
残

る
成
人
式
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

成
人
式
対
象
者
　

　
平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

募
集
期
間　
7
月
31
日
㈫
ま
で

問 

生
涯
学
習
課

▲ たくさんの人で賑わった
　「5月の遊び隊」
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　（仮称）株式会社山元町産業振興公社（以下「公社」という）は、現在、ＪＲ坂元駅前に整備を進める交
流拠点施設（農水産物等直売所）を運営し、特産品などの販売や観光情報の発信などを担う会社です。
　公社は、町や関係機関に加え、町内外の皆さんから広く出資を募り、多くの方々に関わっていただ
きながら町の産業振興を推進していくため、このたび、出資者として公社をサポートいただける方を
募集します。
　なお、今回の募集は、応募者の人数や株式の数を事前に把握するために実施するものであり、正式
な募集は平成30年8月ごろに実施する予定です。

公社の概要
　事業内容　交流拠点施設の運営、町の特産品などの販売、観光情報の発信、イベント企画など
　設立時期　7月下旬
　機関構成　取締役5人程度、監査役1人
　従業員数　取締役支配人1人、社員2人、パート5人程度（予定）
　売上見込　年間3億円前後
事前調査
　公社は、町が資本金を出資し、取締役や監査役を選任後に設立します。公社設立後、改めて皆さん
からの出資を募ります。
　事前調査で応募いただいた方には、改めて正式募集時に内容や手続きなどについてご案内します。
　なお、募集する株式の数や金額などについては下記のとおりです。

募集内容

①募集する株式の数 1,000株【普通株式（譲渡制限株式）】
※株の管理は、名簿への登録とし、株券は発行しません。

②株式の払込金額 1株につき1万円
※取扱いは公社口座への振込のみとなり、振込手数料は出資者負担となります。

③応募の単位 1株以上（上限なし）

④募集対象 未成年を除く個人または法人
※居住地や主たる事務所の所在地は問いません。

※今回の調査で応募されなかった方も、正式募集時に改めて応募することができます。
事前調査期間　6月25日（月）～ 7月20日（金）
応募方法
　出資応募用紙（町ホームページ、応募先で配布）に必要事項を記入の上、以下の方法で応募ください。
　○直接持参
　�　産業振興課または坂元支所、防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」まで
提出してください。
　○郵送、ＦＡＸ、電子メール　
　　応募先まで期間内までにお送りください。※郵送の場合は、7月20日（金）到着便まで有効
応 募 先
　産業振興課�交流拠点整備推進班　〒989-2292　宮城県亘理郡山元町浅生原字作田山32
　☎37-1119　FAX37-4144　E-mail�sangyoushinkou.k@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

（仮称）株式会社山元町産業振興公社への出資者を募集します

やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119
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　「みちのく潮風トレイル」の山元町区間開通に伴い、6月5日、役場において、環境省東北地方環境事
務所の常冨豊次長から齋藤町長に対し、ルートマップが手渡されました。
　「みちのく潮風トレイル」とは、環境省のプロジェクトとして、青森県八戸市から福島県相馬市まで
の全長900㌔㍍を超える既存の道を一本の観光ルートとして設定し、自然の恵みや東日本大震災の脅
威に触れながら、復興を後押しすることを目的としています。
　山元町区間は、町民の皆さんを交えたワークショップによっ
て決定したもので、太平洋と蔵王連峰を望める四方山から深山
を通り、新市街地の町並みを眺め、潮風を感じる沿岸部を通る
など、他の区間では味わえない、山と海を満喫できる魅力的な
ルートになっています。
　なお、今回手渡されたルートマップは、環境省のホームペー
ジでダウンロードできるほか、数に限りはありますが産業振興
課でも配布しています。
　皆さんも、ぜひ町の豊かな自然と魅力を感じてみてください。

問�交流拠点整備推進班

　町では、農産物生産者や食品加工業者、飲食店などの幅広い事業者や団体で構成する「山元町6次
産業化・地産地消推進協議会」を組織し、地場産品を活用した商品開発やブランド力の向上といった6
次産業化を推進しています。
　このたび、6次産業化に関する見識をさらに深めるため、町と協議会の共催により交流会（講演会）
を開催します。交流会には、どなたでも参加いただけますので、6次産業化商品の開発や地域資源の
活用などに興味がある方は、ぜひご参加ください。
日　時　7月11日（水）14：30～ 16：00（開場14：15）
場　所　防災拠点・山下地域交流センター
　　　　「つばめの杜ひだまりホール」1階　文化研修ホール
テーマ　�「人口減少社会の農業・観光を通じた持続性のある地域

づくり」
講　師　（株）陽と人（ひとびと）代表　小林　味

み

愛
あい

　氏
参加費　無料
申し込み　�7月10日（火）17：00までに交流拠点整備推進班に

電話またはメール（sangyoushinkou.k@town.miyagi-
yamamoto.lg.jp）でお申し込みください。

問�交流拠点整備推進班

6次産業化に関する交流会（講演会）を開催します

「みちのく潮風トレイル」山元町区間が開通しました

農
作
物
被
害
の
軽
減
に

向
け
害
鳥
予
察
捕
獲
を

実
施

　
害
鳥
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、6
月
3
日
、

山
元
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

に
よ
る
カ
ラ
ス
な
ど
の
捕
獲
を

町
内
全
域
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
14
人
の
隊
員
が
参
加

し
、
カ
ラ
ス
や
カ
ル
ガ
モ
な
ど

の
害
鳥
54
羽
を
捕
獲
し
ま
し

た
。

　

次
回
の
予
察
捕
獲
は
、
8
月

下
旬
か
ら
9
月
上
旬
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
農
政
班

▲小林　味愛　氏

▲手渡されたルートマップとともに記念撮影

▲害鳥を狙う実施隊員

産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場
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　1本に地元のいちご約1kg をギュッと濃縮。
ヨーグルトやアイスにかけるのもおすすめ。
◆生産者・事業者
　田所食品（株）　☎37-0439

　いちごポリフェノールと豆乳、アロエなどの天
然美肌成分を練り上げ、そのまま詰め込んだ洗顔
石鹸。濃厚クリームのような泡が汚れやくすみを
吸着。ぜひお試しください。
◆生産者・事業者
　（株）HITOHATA　☎0120-151-336

　町内産の完熟いちごと完熟りんごを凝縮して作
った、飲むお酢です。水や牛乳で5倍に薄めてジ
ュース感覚で飲んだり、アイスやヨーグルトにか
けたりするのもおすすめです。
◆生産者・事業者
　（株）一苺一笑　☎050-3805-1518

　さわやかな酸味と甘味が特徴の紅玉を絞った
100% りんごジュース。濃厚なりんご本来の味
わいです。
◆生産者・事業者
　阿部果樹園　☎38-0490

　復興支援のために作られたチャリティ T シャ
ツ。「手と手を取り合って、心を一つに」というメ
ッセージが込められています。
◆生産者・事業者
　阿部和泉　☎080-5576-0589

　フルティカ、アイコ、小鈴の3品種のミニトマ
トで、一口食べればあまりの甘さに驚くこと間違
いなし。甘さに加え、旨味やコクがあり、後味も
さっぱりしています。
◆生産者・事業者
　大栄ファーム　☎36-7016

※各認証品の詳細は、町ホームページにも掲載しています。
問 地域振興班

【認証番号0006】

紅玉りんごジュース

【認証番号0008】

ONE TOWN ONE HEART（T シャツ）

【認証番号0010】

山のふ元のあまトマト

【認証番号0005】

ストロベリー・ピュア100苺しぼりたて

【認証番号0007】

練り生石鹸

【認証番号0009】
ICHIZU

やまもとP24-25やまほど_四[24-25].indd   24 2018/06/27   16:13:19
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　町を代表する優れた産品や特有の文化などを山元ブランド「やまほど、 
やまもと。」として認証し、PR を行っています。
　今回は、現在20品目ある認証品のうち、次の10品を紹介します。
　皆さんもぜひ、山元ブランド認証品を知っていただき、町の PR をお願い
します。

●山元ブランド「やまほど、やまもと。」認証品の紹介

　冷凍したいちごをまるごとスライスした贅沢スイー
ツは全国のイベントでも大人気。完熟いちご100％特
製ソースとたっぷりの練乳をかけてどうぞ。
◆生産者・事業者
　（株）燦

さ ん

燦
さ ん

園　☎37-0659

　ほっきめしは、生のホッキ貝を醤油ベースのタ
レで煮て、その煮汁で炊き込んだご飯の上にホッ
キ貝をのせた、町を代表する郷土料理の一つです。
◆問い合わせ先
　産業振興課

　いちごの名産地でもある本町ならではの家庭の
味。新鮮ないちごを使った果実感たっぷりのジャ
ムはトーストやヨーグルトにもぴったり。
◆問い合わせ先
　産業振興課

　町内産の完熟イチジクをじっくり煮詰めて、素
材の甘さを生かした逸品。濃厚な甘みはデザート
やチーズにぴったり。ワインのお供にもぜひ。
◆生産者・事業者
　やまうち農園　☎38-1207

シリーズ

vol.1 やまほど、やまもと。

【認証番号0002】

完熟いちじくグラッセ

【認証番号0004】

いちごジャム（食文化として認証）

【認証番号0001】

ほっきめし（食文化として認証）

【認証番号0003】いち氷

産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場
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第
9
回
夢
い
ち
ご
の
郷

「
ふ
れ
あ
い
市
」が

�
行
わ
れ
ま
し
た

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
6
月
3

日
、
夢
い
ち
ご
の
郷「
ふ
れ
あ

い
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
農
産
物

直
売
所「
夢
い
ち
ご
の
郷
」が

町
の
Ｐ
Ｒ
と
町
民
と
の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
9
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
い
ち
ご
や
旬
の

採
れ
た
て
野
菜
な
ど
の
町
内
特

産
品
を
取
り
揃
え
た「
地
場
産

品
市
」が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

い
ち
ご
や
い
ち
ご
の
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
の
試
食
、
い
ち
ご
を
ま

る
ご
と
凍
ら
せ
た
か
き
氷
な
ど

の
各
種
ス
イ
ー
ツ
も
販
売
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
思

う
存
分
い
ち
ご
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
Ｐ
Ｒ
担
当
係

長「
ホ
ッ
キ
ー
く
ん
」も
駆
け

つ
け
、盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
も
大
人
気
で

し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と

も
言
え
る「
い
ち
ご
狩
り
体

験
」は
通
常
よ
り
安
価
で
体
験

で
き
る
と
あ
っ
て
、
家
族
連
れ

の
人
気
を
集
め
て
い
た
ほ
か
、

「
も
ち
ま
き
」や「
お
楽
し
み
抽

選
会
」な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

問
地
域
振
興
班

東
海
リ
ー
ス
㈱
仙
台
配
送

セ
ン
タ
ー
が
開
所

　

6
月
14
日
、
仮
設
建
物
の
賃

貸
、
製
作
、
販
売
な
ど
を
手
掛

け
る
東
海
リ
ー
ス
㈱
の
仙
台
配

送
セ
ン
タ
ー
が
真
庭
区
に
完
成

し
、
開
所
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
配
送
エ
リ
ア
を
全
国
に
展
開

す
る
同
社
で
す
が
、
今
回
の
立

地
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
地
方

を
管
轄
す
る
拠
点
の
配
送
セ
ン

タ
ー
と
し
て
仙
台
圏
に
も
近

く
、
国
道
6
号
や
常
磐
自
動
車

道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど

の
交
通
網
を
生
か
す
こ
と
で
、

関
東
方
面
も
見
据
え
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
本
町
の
交
通
利

便
性
が
大
き
な
決
め
手
と
な
り

ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
約
1

 
4
 7 

0
0
平
方
㍍
の
敷
地
に
、
工
場

1
棟
と
倉
庫
2
棟
を
有
し
て

お
り
、
今
後
、
よ
り
一
層
の
業

績
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
引
き
続
き
、
町

内
の
産
業
の
発
展
や
雇
用
創
出

を
目
指
し
、
企
業
誘
致
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
振
興
班

町
内
で
開
催
さ
れ
る

夏
祭
り
の
お
知
ら
せ

◆�

す
き
で
す
や
ま
も
と
夏
ま
つ

り
2
0
1
8

日
時
　

7
月
21
日
㈯

　　
　
15
時
～
21
時

会
場
　
つ
ば
め
の
杜
中
央
公
園

内
容
　
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
縁
日
コ
ー
ナ
ー
、
暑

い
夏
に
嬉
し
い
ビ
ー
ル
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
大
人
も
子
供
も

楽
し
め
る
催
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
本
町
の
活
気
あ
る
夏
を

満
喫
で
き
る
お
祭
り
で
す
。

問
亘
理
山
元
商
工
会

　
山
元
事
務
所

☎
37
―
0
5
4
3

◆
八
重
垣
神
社
夏
祭
り

　（
お
天
王
さ
ん
祭
り
）

日
時

・
宵
祭
り

　
7
月
28
日
㈯　
夕
方
～

・
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

　
7
月
29
日
㈰　
14
時
ご
ろ
～ 

会
場
　
八
重
垣
神
社
境
内

内
容
　
土
曜
日
の
夕
方
か
ら
縁

日
が
始
ま
り
、
20
時
ご
ろ
か

ら
花
火
の
打
ち
上
げ
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
曜
日
に

行
わ
れ
る
神
輿
渡
御
は
、
白

装
束
の
担
ぎ
手
が
海
の
中
を

勇
壮
に
歩
く
姿
が
圧
巻
で

す
。

問
八
重
垣
神
社

☎
36
―
8
6
1
1

◆
坂
元
神
社
夏
祭
り

日
時
　

7
月
28
日
㈯

　　
　
15
時
30
分
～
20
時

会
場
　
坂
元
神
社
境
内

内
容
　
日
中
は
子
ど
も
神
輿
が

坂
元
地
区
を
練
り
歩
き
、
夜

は
境
内
に
て
巫
女
に
よ
る

舞
、
神
楽
や
太
鼓
の
演
芸
が

奉
納
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の

伝
統
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

る
祭
り
で
す
。

問
坂
元
神
社

☎
38
―
0
4
5
0

▲もちまきで盛り上がる会場

▲東街道沿いに立地する東海リース㈱

▲多くの来場者で賑わう会場▲迫力満点の神輿渡御

▲巫女による優美な舞

産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場
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まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

震災前のふるさとを思って

　4月26日から6月6日、仙台市の百貨店「藤崎」
やほか3カ所で行われた「第81回河北美術展」で、
高瀬区出身の萱

かや

場
ば

俊
とし

喜
き

さんが渋谷栄太郎賞を受賞さ
れました。
　萱場さんは、日本画、洋画、彫刻の3部門の中か
ら洋画部門に応募し、出品された686点の中から
18人の受賞者に選ばれました。
　萱場さんに受賞した「いなさ吹く」（写真）につい
て伺うと「東日本大震災後、海岸の様子が変わり果
てたのを見て、町の人や子どもたちに以前の海岸

自己ベストを目指して

　6月9日、岩沼市陸上競技場を会場に「第34回　
全国小学校陸上競技交流大会宮城県予選会が、名取
市、岩沼市と合同で開催され、亘理郡内の小学4年生
から6年生が日ごろの練習の成果を競い合いました。
各競技の主な結果（町内校の3位まで掲載）
男子80㍍ハードル　
2位　髙

たか

橋
はし

　瑛
あきら

さん（山下第一小学校）
3位　堀

ほり

籠
ごめ

　大
だい

智
ち

さん（坂元小学校）

を知らせたいとの思いから描きました」と話され
ていました。ご本人が子どものころに家族と行った
海の風景を思い出しながら描いたそうです。
　最後に「この絵を見た町民の方から『昔の風景を
思い出しました』などと声をかけてもらえたことが、
とてもうれ
く、ありが
たい気持ち
になりまし
た」と話し
て い ま し
た。

4年男子80㍍
2位　佐

さ

藤
とう

　颯
そう

汰
た

さん（坂元小学校）
5年男子100㍍
2位　渋

しぶ

谷
や

　翔
しょうき

輝さん（山下第一小学校）
6年男子100㍍
3位　荒

あら

　祐
ゆう

作
さく

さん（山下第一小学校）
女子4×100㍍リレー
2位　山下小学校
	 赤

あか

沼
ぬま

　こころさん・東
とう

海
かい

林
りん

　あいりさん・
	 大

おお

村
むら

　喜
き

生
お

さん・松
まつ

尾
お

　琴
こ

桜
はる

さん

敬老祝い金を贈呈

　6月12日、めでたく100歳を迎えられた佐藤頴
四朗さん（花釜区）に対し、町から敬老祝い金と記念
の盾、鉢花を贈りました。
　佐藤さんは、運動をすることが大好きで、近所の
方とゲートボールを一緒にしていたそうです。持ち
前の運動神経の良さで、全国大会まで出場したほど
の腕前だったそうです。
　佐藤さんに長生きの秘訣を伺うと「食事を好き

嫌いせずに、たくさん食べることだと思います。
おやつの時間は、甘いものを食べています」と話して
いました。
　現在は、
テレビで相
撲を見るこ
とが楽しみ
になってい
る そ う で
す。

↘

▲6年女子100㍍（坂元小学校）▲6年男子100㍍（山下第一小学校） ▲女子4×100㍍リレー（山下小学校）

↗

◀	

1
0
0
歳

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◀	

受
賞
し
た
萱
場
さ
ん
と
作
品

の「
い
な
さ
吹
く
」

↗

↘

佐
さ

藤
と う

頴
え い

四
し

朗
ろ う

さん

第81回河北美術展　渋谷栄太郎賞を受賞

亘理郡小学校陸上競技大会
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まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

　
6
月
2
日
・
3
日
、
山
元
、
亘
理
両
町
を
会
場
に
第
67
回
亘
理

郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、郡
内
の
中
学
生
が
10
種

目
の
競
技
で
、日
ご
ろ
鍛
え
た
技
と
力
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、2
日
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た

熱
い
戦
い
を
写
真
で
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、各
競
技
の
主
な
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

野
球

　
優　
勝　
山
下
・
荒
浜
中
学
校

�

（
合
同
チ
ー
ム
）

　
準
優
勝　
吉
田
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

　
優　
勝　
亘
理
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

　
優　
勝　
亘
理
中
学
校

　
準
優
勝　
山
下
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　
優　
勝　
亘
理
中
学
校

　
準
優
勝　
山
下
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

　
優　
勝　
山
下
中
学
校

　
準
優
勝　
逢
隈
中
学
校

サ
ッ
カ
ー

　
優　
勝　
逢
隈
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
優　
勝　
逢
隈
中
学
校

　
準
優
勝　
亘
理
・
山
下
中
学
校

�

（
合
同
チ
ー
ム
）

卓
球
男
子
団
体

　
優　
勝　
亘
理
中
学
校

　
準
優
勝　
逢
隈
中
学
校

各
競
技
の
主
な
結
果

�

【
敬
称
略
】

勝
利
を
目
指
し
て
全
力
プ
レ
ー

亘
理
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

�

中
学
校
総
合
体
育
大
会
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卓
球
女
子
団
体

　
優　
勝　
逢
隈
中
学
校

　
準
優
勝　
亘
理
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
団
体

　
優　
勝　
荒
浜
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
団
体

　
優　
勝　
山
下
中
学
校

　
準
優
勝　
亘
理
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
ダ
ブ
ル
ス

　
準
優
勝　
平ひ

ら

田た

・
猪い

の

股ま
た

�

（
山
下
中
学
校
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
団
体

　
優　
勝　
荒
浜
中
学
校

柔
道
男
子
個
人

〇
柔
道
73
㎏
級　

　
荻お

ぎ

原わ
ら　
将し

ょ
う
た太（

坂
元
中
学
校
）

※
大
会
規
定
に
よ
り
県
大
会
出
場

柔
道
女
子
個
人

〇
柔
道
52
㎏
級

　
青あ

お

田た　
実み

久く（
山
下
中
学
校
）

○
柔
道
57
㎏
級

　
大お

お

内う
ち　
玖く

瑠る

海み（
山
下
中
学
校
）

※
大
会
規
定
に
よ
り
県
大
会
出
場

剣
道
男
子
団
体

　
優　
勝　
亘
理
中
学
校

剣
道
女
子
団
体

　
優　
勝　
逢
隈
中
学
校

剣
道
女
子
個
人

　
準
優
勝　
佐さ

山や
ま　
華は

な

�

（
山
下
中
学
校
）

（
注
）�個
人
種
目
は
町
内
校
の

み
掲
載
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山元町指定給水装置工事事業者および公認排水設備等工事事業者名簿
　町内において、お客さまが宅内の水道・下水道の工事を依頼することができる指定・公認の事業者を紹介します。
【水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話

1 ㈱クリワダ 37-0013
2 木村工事㈱ 37-2853
4 ㈱ヤマムラ 38-0150
5 ㈲伊藤設備工業所 37-2108
6 ㈲阿部ホームサービス 37-3469
7 ㈲針生設備工業 37-2452
8 ㈲佐藤設備 37-4165
9 鹿又工業㈱ 022-382-0216
10 ㈱コムロ 34-8027
11 ㈱嶺利設備工業所 34-3798
12 ㈱松清産業 022-284-8679
13 ㈲小野商店 0224-79-2543
14 ㈲青木設備工業所 033-384-1330
16 ㈱宍戸工業所 34-1722
17 ㈱和泉 24-0953
18 ㈱マルミ設備 022-392-3234
19 ㈲エンジニアリングサトー 34-1535
20 ㈲北仙台設備工業所 022-3780141
22 阿部春建設㈱ 34-3721
23 トモエ産業㈱ 24-2564
24 大丸産業㈱ 022-239-1711
25 ㈲富沢設備工業所 0224-53-3211
26 ㈱斉藤管工 0224-62-1506
27 ㈱ケイテック 022-218-0961
29 ㈱白石ハウビング 0224-55-1457
30 ㈲熊澤工務店 36-2880
31 ホシナ住設㈱ 0224-63-1448
32 ㈱ワカキ 0224-62-3217
33 ㈱斎直商店 0224-62-1238
34 ㈲加新住設 022-365-8623
35 ㈲門脇総合設備 34-7775
36 ㈲快適プラン・住設 37-3020
38 リビングコンサルタントてど 34-3568
39 ㈱平設備興業 022-766-9177
40 高橋設備㈱ 022-242-5990
41 ㈲引地設備工業 022-385-0737
42 ㈱サンホーム機器販売 022-227-1284
43 ㈲高美住設 0224-55-1351
44 ㈲角田安全ガス 0224-62-1143
45 ㈲斉藤設備 0224-36-2868
46 ㈲森久設備 22-0450
47 興信管工㈱ 36-3211
48 ㈱いこい住設 022-382-2717
49 ㈱馬渕工業所 022-247-0181
50 本田設備 0224-62-0428
52 ㈱トーヨー建設 0224-36-7030
53 ㈲常楽設備 022-781-2553
55 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス 0224-63-5126
56 嶋田設備 35-7601

指定番号 事業者の名称 電　話
57 船山設備 022-394-3632
58 ㈱クラシアン 0120-500-500
59 ㈲鈴木設備工業所 0224-84-4140
60 ㈱松村工業所 38-0558
61 木村設備工業㈱ 35-2457
62 ㈲丸子設備工業 0224-63-2402
63 協業組合　ケンナン 022-384-5697
64 ㈲斎藤設備工業 022-372-3596
65 カマト設備工業所 34-5249
66 ㈱藤設備 022-351-5815
67 ㈲正友設備 022-290-6636
68 ㈲ひばり住設 0224-22-8416
69 あくあ 0244-26-5130
70 ㈲高橋設備 0224-62-4519
71 ㈱さくら設備 0224-53-2510
72 ㈱三成工研 022-242-4435
73 都管理㈱ 022-781-0231
74 ㈲川内住器設備 0224-83-2248
75 ㈲佐藤設備工業 0224-32-3460
76 ㈱溝淵建設 011-774-2754
77 ㈲及川水道工業所 22-4507
78 ㈱アベ設備工業 022-738-8102
79 ㈱タカヤ 0224-52-3320
80 ㈲永山設備工業 0224-54-3165
81 ㈱登勇管工設備 0224-55-3731
82 ㈱サンユウ 022-797-6420
83 ㈱ big one 022-355-2307
84 ㈱大湧工業 022-384-5016
85 ㈲ゴトウ設備　仙台支店 050-5806-3736
86 ㈲丸安設備工業 022-244-7038
87 ㈲シンコウ設備工業 24-0431
88 ㈲福島エル・シィ・サービス 0224-63-5779
89 ㈱白石モーター 0224-25-8511
90 ㈲幸伸住設 022-285-0720
91 ㈲明和設備工業 022-373-2245
92 ㈱アクアテック 022-762-8632
93 共同工業㈲ 022-286-2328
94 ㈲広川工業　宮城支店 022-242-5217
95 ㈲髙大工業　 022-396-3570
96 宮城ウォーターサービス 022-382-9666
97 ㈱髙橋設備 022-342-1830
98 ㈱東海商事 022-242-2994
99 ㈱羽根川設備工事 022-287-5577
100 ㈲イーエムエコテック 0224-52-8730
101 ㈱センショウ・テック . 0225-87-2619
102 ㈱富有 022-287-1201
103 ㈱アクアライン 082-502-6644
104 ㈱ウィルパワー 022-797-7910

上下水道事業所からのお知らせ
問 上下水道事業所　☎ 29-4951　　水道お客さまセンター 　☎ 37-1120
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指定番号 事業者の名称 電　話
61 ㈱藤設備 022-351-5815
62 ㈲正友設備 022-290-6636
63 ㈱さくら設備 0224-62-4519
64 ㈲高橋設備 0224-62-4519
65 ㈱三成工研 022-242-7435
66 阿部春建設㈱ 34-3721
67 ㈱横淵建設 011-774-2754
68 ㈲及川水道工業所 22-4507
69 ㈱アベ設備工業 022-738-8102
70 ㈲ひばり住設 0244-22-8416
71 ㈱登勇管工設備 0224-55-3721
72 ㈱サンユウ 022-797-6420
74 ㈱大湧工業 022-384-5016
75 ㈲丸安設備工業 022-484-5457
76 ㈲シンコウ設備工業 24-0431
77 ㈲福島エル・シィ・サービス 0224-63-5779
78 ㈱白石モーター 0224-25-8511
79 ㈲幸伸住設 022-285-0720
80 ㈲明和設備工業 022-373-2245
81 ㈱アクアテック 022-762-8632
82 共同工業㈲ 022-286-2328
83 ㈲広川工業宮城支店 022-242-5217
84 鹿又工業㈱ 022-382-0216
85 ㈱トーヨー建設 0244-36-7030
86 ㈱ケイテック 022-218-0961
87 ㈲髙大工業 022-396-3570
88 宮城ウォーターサービス 022-382-0880
89 ㈲常楽設備 022-781-2553
90 ㈱髙橋設備 022-342-1830
91 ㈱東海商事 022-242-2994
92 ㈱羽根川設備工事 022-287-5577
93 ㈱センショウ・テック . 0225-87-2619
94 ㈱富有 022-287-1201
95 ㈱永山設備工業 0224-54-3165
96 ㈱ウィルパワー 022-797-7910

【下水道関係】

平成30年5月末現在

◎【水道関係】： 指定番号3、15、21、28、37、51、54は欠
番です。

◎【下水道関係】： 指定番号3、7、8、10、11、15、25、27、
29、33、34、39、44、45、46、47、49、
52、73は欠番です。

　お客さまの宅内の上下水道修理などについては必ず町の指定・公認店に直接依頼をしてください。
　無許可の事業者に工事を依頼したことで、思わぬトラブルが発生するケースがありますので、ご注
意ください。

指定番号 事業者の名称 電　話
1 ㈲阿部ホームサービス 37-3469
2 ㈲伊藤設備工業所 37-2108
4 木村工事㈱ 37-2853
5 ㈱クリワダ 37-0013
6 野村建設㈱ 38-0591
9 三宅建設㈱ 38-0480
12 ㈱ヤマムラ 38-0150
13 ㈲針生設備工業 37-2452
14 ㈲安田工務店 37-0147
16 ㈲佐藤設備 37-4165
17 ㈲小野商店 0224-79-2543
18 ㈱嶺利設備工業所 34-3798
19 ㈱コムロ 34-8027
20 ㈱斉藤管工 0224-62-1506
21 ㈱宍戸工業所 34-1722
22 ㈱マルミ設備 022-392-3234
23 ㈱斎直商店 0224-62-1238
24 ㈲エンジニアリングサトー 34-1535
26 ㈲青木設備工業所 022-384-1330
28 ㈱白石ハウビング 0224-55-1457
30 ㈱ワカキ 0224-62-3217
31 ㈲加新住設 022-365-8623
32 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス 0224-63-5126
35 ホシナ住設㈱ 0224-63-1448
36 ㈱平設備興業 022-289-3305
37 高橋設備㈱ 022-242-5990
38 ㈲引地設備工業 022-385-0737
40 ㈲角田安全ガス 0224-62-1143
41 ㈲森久設備 22-0450
42 興信管工㈱ 36-3211
43 ㈱いこい住設 022-382-2717
48 嶋田設備 35-7601
50 ㈲門脇総合設備 34-7775
51 ㈲タカヤ 0224-52-3320
53 船山設備 022-394-3632
54 ㈲高美住設 0224-55-1351
55 ㈲鈴木設備工業所 0224-84-4140
56 ㈱松村工業所 38-0558
57 木村設備工業㈱ 35-2457
58 ㈲丸子設備工業 0224-63-2402
59 協業組合　ケンナン 022-384-5697
60 ㈲斎藤設備工業 022-372-3596

は山元町内業者です
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時

・
7
月
10
日
㈫　
10
時
～

・
7
月
12
日
㈭　
18
時
～

・
7
月
17
日
㈫　
10
時
～　

※�

説
明
会
は
、
1
時
間
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所
　
山
元
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
議
室

※�
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
方

に
は
、
ご
希
望
に
応
じ
て
入

会
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

入
会
条
件

・�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

問 

一
般
社
団
法
人
山
元
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
浅
生
原
字
日
向
13
―
1

☎
36
―
9
2
1
1

農
地
の
適
正
管
理
を

�

お
願
い
し
ま
す

　

町
内
に
お
い
て
、
耕
作
さ
れ

て
い
な
い
農
地
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
農
地
の
管

理
が
不
十
分
で
あ
っ
た
場
合
、

雑
草
な
ど
が
繁は

ん

茂も

し
、
病
害
虫

が
発
生
す
る
な
ど
周
辺
農
地
へ

の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
の
発
生
原
因
や

交
通
の
妨
げ
に
も
な
り
、
景
観

や
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
な
ど

の
深
刻
な
問
題
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

農
地
を
所
有
す
る
方
は
、
責

任
を
も
っ
て
草
刈
な
ど
の
農
地

管
理
を
行
い
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
諸
事
情
に
よ
り
農
地
管
理
が

困
難
と
い
う
方
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
5
1
1
7

被
災
沿
岸
部
の
買
取
り
宅
地

の
除
草
を
実
施
し
ま
す

　
防
災
集
団
移
転
事
業
に
よ
っ

て
町
所
有
と
な
っ
て
い
る
宅
地

を
、
防
犯
や
不
法
投
棄
防
止
な

ど
の
観
点
か
ら
主
要
道
路
沿
い

を
中
心
に
除
草
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
隣
住
民
や
土
地
所
有
者
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
通
行
す
る

方
々
に
は
ご
迷
惑
や
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
と
は
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
で
き
る
場
で
す
。
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。
創
作
活
動
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
23
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
山
下
幸
街
堂

　　
　
（
山
寺
字
山
下
38
）

内
容
　
談
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、個
別
相
談

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
な
ど
の

�

伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

　

沿
道
の
樹
木
・
竹
林
な
ど
が
道
路
に
張
り
出
し
、
通
行
中
の

車
両
な
ど
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
法
律
に
よ
り

そ
の
所
有
者
が
被
害
者
か
ら
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
事
が
あ
り

ま
す
。

　
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行
お
よ
び
強
風
や
大
雨
・
大
雪

な
ど
災
害
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、所
有
者
は
現
状
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
伐
採
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。
町
で
も
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
、
支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
所
有
者
に
ご
連

絡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

伐
採
な
ど
に
あ
た
っ
て
、
電
線
と
の
調
整
や
交
通
規
制
な
ど

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班　
☎
37
―
5
1
1
1

私有地 歩道 車道 私有地

4.5ｍ

2.5ｍ

伐採する範囲

町からの情報は2～16ページにも記載して
いますので、あわせてご覧ください。

7せ
ら
し
お
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飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

対
す
る
不
妊
去
勢
手
術

の
助
成
を
行
い
ま
す

　
宮
城
県
獣
医
師
会
で
は
飼
い

主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を
防
止

す
る
た
め
、
不
妊
去
勢
手
術
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
場
合
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

協
力
動
物
病
院（
宮
城
県
獣
医

師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
）ま
た
は
宮
城
県
獣
医
師
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

補
助
対
象
者
　
宮
城
県
内（
仙

台
市
を
除
く
）で
飼
い
主
の

い
な
い
猫
を
保
護
し
、
病
院

で
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
す

る
個
人
お
よ
び
団
体

助
成
金
額

・
不
妊
手
術（
1
匹
あ
た
り
）

　

�

手
術
費
の
2
分
の
1
以
内
で

上
限
額
1
2
0
0
0
円

・
去
勢
手
術（
1
匹
あ
た
り
）

　

�

手
術
費
の
2
分
の
1
以
内
で

上
限
額
6
0
0
0
円

申
請
期
限
　
6
月
1
日
㈮
～

�

　
平
成
31
年
2
月
28
日
㈭

※
実
施
匹
数
制
限
あ
り

そ
の
他

・
飼
い
猫
は
対
象
外
で
す
。

・�

不
妊
去
勢
手
術
後
の
助
成
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

仙
台
国
際
空
港
㈱
か
ら

高
さ
制
限
の
お
知
ら
せ

　

仙
台
空
港
周
辺
で
は
、
航
空

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
一

定
の
空
域
を
障
害
物
が
な
い
状

態
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

高
さ
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
区
域
内
で
物
件
な
ど
の

設
置
や
工
事
用
ク
レ
ー
ン
を
使

用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
仙
台

国
際
空
港
㈱
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

該
当
物
件
　
建
物
、ア
ン
テ
ナ
、

看
板
、
電
線
、
電
信
柱
、
ア

ド
バ
ル
ー
ン
な
ど

　
詳
細
は
東
京
航
空
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.cab.

m
lit.go.jp/tcab/info/02.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
国
際
空
港
㈱

　
飛
行
場
情
報
チ
ー
ム

☎
0
2
2
―
3
8
2
―
4
0
5
7

「
特
定
計
量
器
」

�

定
期
検
査
実
施

　
商
売
や
学
校
な
ど
で
使
用
す

る
特
定
計
量
器（
業
務
用
は
か

り
）は
、
計
量
法
に
よ
り
2
年

に
1
度
の
定
期
検
査
を
受
検
す

る
よ
う
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
今
年
が
検
査
の
実
施
年
度

で
す
。

　
検
査
に
合
格
し
て
い
な
い
計

量
器
は
、
取
引
や
証
明
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、該
当
す
る「
特
定
計
量
器
」

を
お
持
ち
の
方
は
必
ず
受
検
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

検
査
実
施
に
先
駆
け
、
対
象

者
に
は
、
町
か
ら
事
前
調
査
に

係
る
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
使
用
状
況
の
報
告
と
受
検

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
の
計
量
器

・�

商
店
、
会
社
、
工
場
、
病
院
、

学
校
な
ど
で
使
用
す
る
は
か

り
・�

農
家
で
野
菜
、
果
物
の
庭
先

販
売
に
使
用
す
る
は
か
り

・�

行
商
な
ど
に
使
用
す
る
は
か

り
・
宅
配
便
で
使
用
す
る
は
か
り

日
時
　
8
月
29
日
㈬

　　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
役
場
仮
庁
舎
西
側

　　
　
公
用
車
車
庫

問
宮
城
県
計
量
検
定
所

☎
0
2
2
―
2
4
7
―
1
6
4
1

　
産
業
振
興
課 

地
域
振
興
班

☎
37
―
1
1
1
9

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

に
つ
い
て
の
お
願
い

　

7
月
1
日
～
31
日
ま
で
、
公

益
社
団
法
人
宮
城
県
バ
ス
協
会

・�

申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
者

の
ほ
か
に
申
請
者
と
同
一
世

帯
で
な
い
2
人
の
連
名（
猫

を
保
護
し
た
場
所
の
近
隣
に

在
住
す
る
方
）が
必
要
で
す
。

○�

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
餌
を

与
え
て
い
る
方
へ

　

餌
を
与
え
る
こ
と
で
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
が
増
え
続
け
、

近
隣
の
迷
惑
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
自
ら
が
飼

育
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
次
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

・
置
き
餌
は
絶
対
に
し
な
い

・
不
妊
去
勢
手
術
を
必
ず
行
う

・
排
泄
場
所
を
必
ず
つ
く
る

・�

近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な

い
か
、よ
く
観
察
す
る

問 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
獣
医

師
会 

事
務
局

☎
0
2
2
―
2
9
7
―
1
7
3
5

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

で
は
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で

の
事
故
防
止
の
た
め「
車
内
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
転

倒
な
ど
を
し
、
思
い
が
け
ず
け

が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

降
り
る
際
は
、
バ
ス
が
停
留
所

に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら
席

を
立
つ
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に

徹
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得

ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、

立
っ
て
利
用
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
つ
り
革
や
握
り
棒
に
し
っ

か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
バ
ス

協
会

☎
0
2
2
―
2
9
5
―
9
8
9
4
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平成30年度自衛官など採用試験

建
設
業
の
活
力
・
働
く

方
の
安
心「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」

　
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」

は
建
設
現
場
で
働
く
方
の
た
め

に
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
よ
っ
て
昭
和
39
年
に
国
が
作

っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

契
約
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

加
入
で
き
る
労
働
者

　
建
設
現
場
で
働
く
方

※�

一
人
親
方
で
も
任
意
組
合
を

通
じ
て
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
　
1
日　
3
1
0
円

　（
掛
金
は
全
額
事
業
主
負
担
）

　

詳
し
い
内
容
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
退
共
宮
城
県
支
部

☎
0
2
2
―
2
6
3
―
2
9
7
3

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
ご
案
内

　
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
利
用
で
、
震
災
前
か
ら

の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
メ
リ
ッ
ト

・�

生
活
再
建
に
必
要
な
資
産

（
5
0
0
万
円
・
義
援
金
な

ど
）は
手
元
に
残
せ
ま
す
。

※�

被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど

の
個
別
事
情
に
よ
り
減
額
が

あ
り
得
ま
す
。

・�

弁
護
士
な
ど
の
登
録
専
門
家

が
手
続
き
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま

す
。
ま
た
、
国
の
補
助
に
よ

り
弁
護
士
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

※�

運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た

弁
護
士
の
費
用
に
限
り
ま

す
。

・�
債
務
整
理
し
た
こ
と
は
個
人

信
用
情
報
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

一
般
社
団
法
人
個
人
版
私
的

整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委

員
会

☎
0
1
2
0
―
3
8
0
―
8
8
3

　
（�

受
付
時
間　

平
日
9
時
～

17
時
）

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城

公
共
職
業
訓
練
9
月

入
所
受
講
生
募
集

　
早
期
就
職
に
向
け
た
職
業
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

募
集
訓
練
科
名（
定
員
）

○
名
取
実
習
場

・
溶
接
施
工
科（
15
人
）

・�

機
械
加
工
技
術
科（
企
業
実

習
付
き
コ
ー
ス
）（
15
人
）

○
多
賀
城
実
習
場

・�

電
気
設
備
技
術
科（
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ル
講
習
付
き
）（
15

人
）

訓
練
期
間

○
名
取
実
習
場　
6
カ
月

　
9
月
5
日
㈬
～

�

平
成
31
年
3
月
6
日
㈬

○
多
賀
城
実
習
場　
7
カ
月

　
9
月
4
日
㈫
～

�

平
成
31
年
4
月
2
日
㈫

受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
な

ど
は
自
己
負
担
）

募
集
期
間

　
7
月
2
日
㈪
～
8
月
1
日
㈬

　
居
住
地
を
管
轄
す
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

を
通
じ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※�

訓
練
受
講
相
談
・
施
設
見
学

は
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

入
所
選
考
日
　
8
月
7
日
㈫

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
宮
城　

訓
練
課

　
名
取
実
習
場

☎
0
2
2
―
7
8
4
―
2
8
2
0

　
多
賀
城
実
習
場

☎
0
2
2
―
3
6
2
―
2
4
5
4

募集種目 年齢要件など 受付期間 試験期日
自衛官候補生
（男子・女子）

18歳以上
27歳未満の方

年間を通じ受け
付け中 受け付け時にお知らせします

一般曹候補生

7月1日（日）
～ 9月7日（金）

1次試験
9月21日（金）～ 23日（日）の
うちのいずれか1日

航空学生
（海上・航空）

海上　高卒（見込みを含む）
18歳以上23歳未満
航空　高卒（見込みを含む）
18歳以上21歳未満

1次試験
9月17日（月・祝）

◆採用説明会
　日時　7月8日（日）　午前の部10：00～　午後の部13：00～
　場所　自衛隊大河原地域事務所（大河原法務局庁舎2階）
※上記種目に関する詳細、また上記以外の種目については下記までお問い合わせください。

問�自衛隊宮城地方協力本部 大河原地域事務所　☎0224-53-2185
　�http://www.mod.go.jp/pco/miyagi/

集
募
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第
67
回
宮
城
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

テ
ー
マ
　
自
由

※�

小
学
生
以
下
は
児
童
が
観
察

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
化
し
た

も
の

部
門

・
小
学
校
1
・
2
年
生
の
部

・
小
学
校
3
・
4
年
生
の
部

・
小
学
校
5
・
6
年
生
の
部

・
中
学
生
の
部

・�

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
、
学

生
お
よ
び
一
般
の
一
部

・�

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

規
格
　
72
・
8
㌢
×
51
・
5
㌢

（
B
2
版
）

締
め
切
り
　
9
月
4
日
㈫
必
着

問 

宮
城
県
震
災
復
興
・
企
画
部

統
計
課　
企
画
普
及
班

〒
9
8
0
―
8
5
7
0

　
仙
台
市
青
葉
区
本
町
3
―
8
―
1

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
2
4
5
1

平
成
30
年
度

入
国
警
備
官
募
集

　

国
際
交
流
の
活
性
化
の
中

で
、
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
人

が
日
本
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
観
光
な
ど
の
目
的

を
装
っ
て
入
国
し
、
犯
罪
に
走

る
外
国
人
や
不
法
就
労
を
行
う

外
国
人
も
い
ま
す
。

　

入
国
警
備
官
は
、
こ
れ
ら
法

律
に
違
反
す
る
外
国
人
に
対
し

て
厳
正
に
対
処
し
、
日
本
の
安

全
と
国
民
生
活
を
守
り
、
社
会

秩
序
を
維
持
す
る
と
い
う
重
要

な
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
7
月
17
日
㈫　
9
時
～

�

7
月
26
日
㈭

※
受
信
有
効

　
左
記
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

込
専
用
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス

の
上
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

が
で
き
な
い
な
ど
の
特
段
の

状
況
に
あ
る
場
合
は
、
左
記

ま
た
は
人
事
院
地
方
事
務

局
・
沖
縄
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
仙
台
入
国
管
理
局

　
総
務
課
総
務
係

☎
0
2
2
―
2
5
6
―
6
0
7
6

調
停
無
料
相
談
会

　

相
続
、
夫
婦
親
子
関
係
、
交

通
事
故
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

裁
判
所
の
調
停
委
員
が
無
料
で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
21
日
㈯

　　
　
10
時
～
17
時

会
場
　
仙
台
駅
西
口
ア
エ
ル

　　
　
30
階　
ホ
ー
ル
30
Ｂ

問
仙
台
地
方
裁
判
所 

総
務
課

☎
0
2
2
―
2
2
2
―
6
1
1
5

性
暴
力
被
害
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
宮
城
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

宮
城
県
で
は
、
性
暴
力
被
害

者
の
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て

「
性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
宮
城
」を
設
置
し
、
相
談

や
医
療
機
関
な
ど
へ
の
付
き
添

い
、
受
診
費
用
な
ど
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日　
10
時
～
20
時

・�

土
曜
日　
10
時
～
16
時

　

�（
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を

除
く
）

問 

性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
宮
城

�
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こ
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ろ
）―
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フ
ォ
ロ
ー
）

　
（
け
や
き
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

「
入
江
ア
ミ
ー
ゴ
ス
」

震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー

　
ピ
ア
ニ
ス
ト
入
江
新
一
郎
氏

が
率
い
る
ラ
テ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・

ゴ
ス
ペ
ル
バ
ン
ド「
入
江
ア

ミ
ー
ゴ
ス
」の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
演

奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
8
月
4
日
㈯

　　
　
16
時
30
分
～

　　
　
（
開
場
16
時
）

場
所
　
防
災
拠
点
・
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
ば
め
の

杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
」

　
1
階
文
化
研
修
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

☎
0
8
0
―
6
0
4
2
―
2
6
3
3

　
（
冨
田
）

亘
理
消
防
署
一
般
公
開

　
亘
理
消
防
署
を
一
般
公
開
し

ま
す
。

　
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
消
防
車
や
訓
練
を

間
近
で
み
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

消
防
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時
　
7
月
28
日
㈯

　
　
　
10
時
～
13
時

場
所
　
亘
理
消
防
署

駐
車
場
　
亘
理
町
中
央
公
民
館

東
側
駐
車
場

内
容
　
消
防
車
展
示
、
訓
練
展

示
、
初
期
消
火
体
験
、
消
防

吏
員
採
用
説
明
会
な
ど

※�

天
候
お
よ
び
災
害
出
動
な
ど

に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

小
学
生
以
下
の
方
は
、
保
護

者
同
伴
で
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
亘
理
消
防
署
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.w
atarigyo

usei.
com

/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
亘
理
地
区
行
政
事
務
組
合

　
総
務
課

☎
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―
7
7
3
7

談
相

ト
ン
ベ
イ
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連載

問�役場消費生活相談窓口（町民生活課�生活班内）　☎37-1112

　近年、ネットショッピングによるトラブルが多く発生しています。
　ネットショッピングでは商品の購入前確認や即時入手ができないので、サイト上に書かれている広
告内容を見て購入を判断することになります。利用が多いのは健康食品、健康器具、化粧品などですが、
根拠のない効果を宣伝する文句（キャッチコピー）のものがあり、正しい情報が提供されているとは限
りません。
　キャッチコピーに惑わされず、小さい文字や別の画面の表示、契約内容をよく確認することが必要
です。
購入前に確認すること
・事業者の名称・代表者名・住所・連絡先（メールアドレスだけでなく電話番号）の表示はありますか。
・健康食品など、定期購入契約が前提のお試し価格になっていませんか。
・�返品や解約条件の確認をしましたか。（返品に関する記載がない場合は商品到着後8日以内に送
料自己負担で返品できます）
・引き渡し時期や支払い方法を確認しましたか
　発送時期や後払い、代金引換えなどの確実な支払方法を選択できると安心です。
　ネットショッピングのほか、TVショッピングや雑誌・新聞広告を見て購入する通信販売がありま
す。ネットショッピングはもちろん、通信販売にはクーリング ･オフ制度がありませんので購入時は
注意しましょう。迷った時は、下記までご相談ください。

第131回　ネットショッピングを利用する時の注意点

第154回　山元町児童生徒善導強調期間

問事務局�山下第二小学校　☎37-0072

「地域みんなで育てよう青少年の明るい心」
� 山元町小・中学校連合父母教師会

《 山元町小・中学校の約束 》
◎夏休み中の帰宅時刻は、17時30分までです。

オアシス運動に取り組みましょう
オ 「おはよう」
ア 「ありがとう」
シ 「しつれいします」
ス 「すみません」
家族や地域の方とあいさつをかわしましょう。

山元の子ども　3つの約束
○規則正しい生活の確立を
○家庭学習の充実を
○ゲーム・スマホは時間を決めて

安全に楽しく遊びましょう
　水の事故や交通事故に遭わないように
注意しましょう。
　万引き・夜遊び・無免許運転はしない、
させないようにしましょう。

犯罪に出あわないための『いかのおすし』
「知らない人について�い�か�ない」
「知らない人の車に�の�らない」
「�お�お声でさけぶ」
「�す�ぐ逃げる」
「�し�らせる」

山元町小・中学校連合父母教師会では・・・
　町内の小・中学校6校の父母教師会が協力し合い、教育の振興を図り、児童生徒の健全育成を
願って活動しています。さらに会員相互の研修・親睦を目的として、以下の事業を計画しています。
　●11月4日（日）　スポーツ大会　［種目：玉入れ／会場：体育文化センター］

7月21日（土）～ 8月25日（土）
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　今月は、固定資産税（第2期）、国民健康保険税（第
1期）の納期限です。忘れずに、7月31日（火）まで
に納付をしましょう。
　納税は、安全・確実な口座振替が便利です。今年
度からこれまでの各金融機関やコンビニエンスス
トアなどに加え、東北6県内のゆうちょ銀行、郵便
局の窓口で納付ができます。

■問�税務納税課�納税班　☎37-1114

新（増）築家屋の「家屋調査」に
ご協力をお願いします

　家屋（居宅・物置・車庫・店舗・作業場など全て
の建物）を新（増）築した場合、翌年度から固定資産
税が課税されます。
　そのため、町職員などが訪問し、建物の外部仕上
げや部屋ごとの内部仕上げ、建築設備などを確認
する「家屋調査」を行います。
　家屋調査の済んでいない家屋を所有している方
は、日程を調整し、家屋調査に伺いますので、早め
にご連絡をお願いします。
　また、未登記家屋を取り壊した場合も滅失届を
提出いただきますので、ご連絡をお願いします。
　なお、登記された家屋は法務局で建物滅失登記
の申請をしてください。

■問�税務納税課�課税班　☎37-1114

○放射性セシウム簡易測定結果
� （単位 : ベクレル /キログラム）
食品名 産地 測定値 測定日
湧水 浅生原 検出せず 6月11日

※�測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
となり、検出下限値未満の場合は「検出せず」と表示
されます。（検出下限値は食品の種類や量によって
変動します）
※�検出下限値とは、当該測定で検出出来る最少の値です。
※�測定器については、ＥＭＦ211型ガンマ線スペクトロ
メータ（ＥＭＦジャパン株式会社製）を使用しています。

○放射性セシウムの基準値
� （単位 : ベクレル /キログラム）
食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品
基準値 10 50 50 100

※�基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値です。
問�町民生活課�生活班　☎37-1112

放射能測定結果（食品など）
　町民が自家用として栽培、採取、飼育、捕獲
した農畜水産物などで、持ち込みにより簡易測
定を依頼された食品に係る測定結果の一部をお
知らせします。

平成30年度国民年金免除
申請受け付けを開始します

　国民年金には、経済的に保険料を納めることが
困難な人などのために「保険料免除制度」や50歳
未満の方（平成28年6月以前は30歳未満）の「納
付猶予制度」があります。
　保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡とい
った不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合があります。
　平成30年度の免除などの受け付けは平成30
年7月1日から開始され、平成30年7月分から
平成31年6月分までの期間を対象として前年の
所得をもとに審査を行います。
　また、平成26年4月から法律が改正されて、2
年1カ月前の月分まで遡及して免除申請をするこ
とができます。失業など（※）で保険料を納付する
ことが経済的に困難になったものの、申請を忘れ
ていたために未納期間がある方などは、年金担当
窓口または年金事務所にご相談ください。
　免除申請の用紙は町民生活課・坂元支所の窓口
に備え付けてあります。

（※）失業による特例承認を受けるには、
　「雇用保険被保険者離職票」「雇用保険被保険者
資格喪失確認通知書」、「雇用保険受給資格者証」
のいずれか1点を持参してください。以上のもの
をお持ちでない方は退職証明書などをご用意の
上、ご相談ください。

免除対象期間 所得の審査対象期間

平成28年7月～平成29年6月 平成27年1月～ 12月の所得

平成29年7月～平成30年6月 平成28年1月～ 12月の所得

平成30年7月～平成31年6月 平成29年1月～ 12月の所得

税申告をお済ませください
　免除を申請する場合は、申請者ご本人、配偶者、
世帯主の税申告が済んでいる必要があります。

■問�仙台南年金事務所　☎022-246-5114
　�町民生活課 窓口班　☎37-1112
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相談 健診等

場所 保健センター　　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所 役場仮庁舎 第1相談室（1階）　時間 13：00 ～ 15：00 ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112
　　 つばめの杜ひだまりホール相談室2（1階）　時間 13：00 ～ 15：00

場所 役場仮庁舎 第3相談室（1階）　時間 10：00 ～ 15：00 ■問 保健福祉課 福祉班　☎37-1113

7 月 8 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 7月15日から8月14日まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

◆生 活 相 談 7月18日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆人 権 相 談 7月19日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆法 律 相 談 7月24日（火）
法律に関する相談

◆青少年相談 7月26日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆消費生活相談 8月8日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆年 金 相 談 8月9日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆行政苦情相談 8月10日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

◆登 記 相 談 8月14日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆生活困窮者の自立に向けた相談� 8月8日（水）
仕事や生活上での悩みを抱えた方と同じ目線
に立った、就労や生活再建に向けた相談

◆生活保護の相談� 7月18日（水）・8月1日（水）
病気などで生活に困っている方に対し、生活保
護法に基づき生活を保障し、自分の力、または
ほかの方法で生活できるようになるための相談

※ いずれの相談も前日までに下記に予約してください。

※8月の相談業務は防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」で実施します。

◆健 康 相 談 7月23日（月）、8月2日（木）�13:30～ 16:00
生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。
◆ヘルスチェックデー 7月23日（月）、8月2日（木）13：30～ 16：00

血圧、体重、体脂肪率の測定ができます。継続
的に測定することで健康状態や身体の変化を
知ることができます。お気軽にご相談ください。
※ 活動量計をお持ちの方は、ID とパスワードをご持参ください。

◆育 児 相 談 8月2日（木）�10:00～ 11:30
子育ての不安や悩み、離乳食など、気になるこ
とについて、保健師・栄養士が相談に応じます。
◆こころの健康相談 8月10日（金）�10:00～ 11:30�要予約

こころの悩みに伴う無気力や不眠など心身
の不調、認知症、アルコール関連相談など、
精神科医によるこころの相談を行っていま
す。詳しくは電話でお問い合わせください。
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5月末現在【前月比】

世帯 4,733戸【� 8戸】

男 6,136（27）人【� 2人】

女 6,226（29）人【△� 4人】

合計 12,362（56）人【△� 2人】
出生 4人 転入 36人
死亡 18人 転出 24人
婚姻 4件 △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

診療時間 9：00～ 17：00

やまもと健康だより

※ 休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

 

7/8
（日）

◆高橋内科乳腺外科
　☎33-1121（亘理町）
◆竹の里歯科・矯正歯科クリニック
　☎23-4120（岩沼市）

 

7/15
（日）

◆平田外科医院
　☎37-4055（山元町）
◆歯科クリニック守
　☎022-382-8677（名取市）
◆鳥ノ海歯科医院
　☎35-3222（亘理町）

 

7/16
（月・祝）

◆松村クリニック
　☎38-0005（山元町）
◆やのめ歯科医院
　☎23-4048（岩沼市）

 

7/22
（日）

◆三浦クリニック
　☎33-1811（亘理町）
◆美田園歯科
　☎022-343-8721（名取市）
◆山形歯科クリニック
　☎34-2133（亘理町）

 

7/29
（日）

◆三上医院
　☎34-3711（亘理町）
◆ささき歯科
　☎022-383-8849（名取市）

 

8/5
（日）

◆みやぎ南部整形外科クリニック
　☎36-7577（亘理町）
◆櫻場デンタルクリニック
　☎022-383-8816（名取市）
◆南舘歯科医院
　☎24-4880（岩沼市）

 

注） 疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

 

7/7
（土）

◆（株）ヤマムラ
　☎38-0150

 

7/15
（日）
7/16

（月・祝）
7/21
（土）

◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

 

7/22
（日）
7/28
（土）

◆木村工事（株）
　☎37-2853

 

7/29
（日）
8/4
（土）

◆（株）クリワダ
　☎37-0013

 

■問 上下水道事業所 施設班
　 ☎29-4951

 

7/8
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

 

7/15
（日）

◆調剤薬局エーゲ海
　☎37-7567（山元町）

 

7/16
（月・祝）

◆ひまわり薬局
　☎33-4331（山元町）

 

7/22
（日）

◆わたり調剤薬局
　☎32-1530（亘理町）

 

7/29
（日）

◆クオール薬局岩沼東店
　☎25-6555（岩沼市）

 

8/5
（日）

◆いわぬま西調剤薬局
　☎24-3930（岩沼市）

 

休日当番薬局

実施場所　保健センター� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113
事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 8月� 2日（木）

本町に住所のある妊婦
※ 左記以外で交付を希望

される方は保健福祉課
健康推進班までお問い
合わせください。

9：30～
� 10：00

3～ 4カ月児健診 8月� 1日（水） 平成30年3月7日� ～ 5月1日生まれ
12：30～
� 13：00

1歳1～ 2カ月健診 7月18日（水） 平成29年5月� ～ 6月生まれ
12：30～
� 13：00

　受付専用電話に連絡し、症状その他の状況を伝え、受診可能かどう
か問い合わせの上、受診してください。
診療場所　総合南東北病院1階（夜間のみ開設）
　　　　　岩沼市里の杜1-2-5
受診方法　受付専用番号に問い合わせの上、受診してください。
受付時間　平日（祝日・年末年始除く）19：00 ～ 21：30
受付専用電話　070-6635-9454

平日夜間初期救急外来（自家用車・タクシーなどで来られる方対象）
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